
論

説豆
州
西
浦
組
久
料
村
の
漁
業
生
産

山

口

徹

121

は

じ

め

に

久
料
村

は
村
高

一
三
石
余
、
家
数
も
江
戸
時
代
を
通
し

て

一
五
軒

(内

一
軒
は
寺
)、
水
呑

は
な
く
、
人

口
も
八
〇
人
程

の
内
浦
湾

に
面
し

た
小
村

で
あ

る
。
海
岸

は
西
北

に
面
し
、
大
岩
巨
石
が
海
底

ま
で
続
き
、
背
後

に
は
起
伏

に
富
ん
だ
山
が
せ
ま
り
、
冬
は
北
風

が
厳

し
く
、

(
1

)

波
浪
が
打
ち
寄

せ
、
「
全
汐
早

二
而
大
風
波
当
厳
敷
」
と
あ
る
よ
う

に
漁
業

に
は
不
向

の
場
所

で
あ

っ
た
。

(
2

)

明
治
二
三

・
四
年

の
調
査

に
よ
る
と
久
料
村

は
農
業
が
三
分
五
厘
、
林
業
が
三
分
五
厘
、
漁
業
が
三
分

の
村

で
、
農
業

は
畑
雑
穀

の
生

産
が
中
心

で
、
い
わ
ゆ
る
商
品
作
物

の
生
産

は
無
く
、
林
業
も
江
戸
、
沼
津

に
積
み
出

す
薪
、
眞
木
、
も
や
木

の
伐
り
出
し
が
中
心

で
あ

っ

た
。
こ
の
よ
う
に
久
料
村
は
農
業
生
産
力
も
低
く
、
林
業
も
村
民
達
が
生
活
を
甑

て
る
た
め

に
は
十
分

で
な
く
、
漁
業

に
い
た

っ
て
は

「
網

戸
場
悪
敷
、
猟
師
無
御
座
候
」
状
態

に
あ
り
、
「
村
中

二
而
立
猟
網
所
持
仕
候
、
輔
、
鮪
、
ま
く
ろ
、
め
し
か
、
鮭
此
分
立
猟
仕
候
得
共
、

舟
手
間
、
岡
手
間
、
萬
相
残
所

二
而
御
三
分

一
差
上
ケ
申
候
」
程
度

の
も

の
で
あ

っ
た
。

久
料
村
は
村
高
も
家
数

も
少
な
く
、
そ
れ
故

に
、
農
業

で
も
、
山
稼

で
も
生
活
を
支

え
ら
れ
ず
、
ま
た
漁
場
条
件
も
悪
く
、
漁
業

で
も

(
3

)

生

活

を

支

え
ら

れ
な

い
村

で
あ

っ
た
と
言

え

よ
う
。
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こ
の
よ
う

に
、

山

が
迫

ま
り
、

船

を
撃

ぐ

べ
き
浜

も
入

江

も

ほ
と

ん

ど
な

い
海

付

の
村

、

し
か

も
全

村
民

が
漁

業

を
営

む
村

が
伊

.廿
半

島

に
は
多

い
。

本

稿

は
、

こ
う

し

た
海
付

の
村

の
漁
業

の
在

り
様

と
、

漁

業

の
性

格

を
久
料

村

に
残

さ
れ

た
漁
業

関

係
史

料

を
検
討

す

る

こ
と

に
よ

っ

て
明

ら
か

に
し

よ
う

と
し

た
も

の

で
あ

る
。

な
お
本

稿

は
拙

稿

、

㎜
、星
州
西

浦
績

久

料
村

の
生
産

と
生

業

…
海

村

の

一
類

型

」

(『歴
史
と
民

俗
』
9
)
を
前

提

と
し

て
執
筆

し

た

も

の
で
あ

り
、
史

料

は

こ
と
わ

ら
な

い
限

り
久
料

村

の
久

保

田
泰
義

家
文

書

を
使

用

し

て
い
る
。

浜
丸
帳
か
ら
見
た
、
久
料
村

の
立
網
経
営

一

海
猟

分

一
之
義

、

鮪
、

鰹

、

め

じ
か

是

ハ
百
姓

夏
之
内

、
耕

作
山

稼

之
間

二
㍍

猟
仕

候
事

も
御
座

候

、

そ

の
節

ハ
薪
同

前

二
改

を
請

、
永

引
仕

候

て
三
分

一
差
上

申
候

、

尤

ま
れ

に
釣

漁
仕

候

事
も

御

座
候

、
其
節

ハ
御

卜
分

一
指
ピ

ケ
申
候

、
右

魚
彿

方
之

義

ハ
沼
津

其
外

近

村

へ
申
触

、
入
札

二
仕
相

場

申

候

右

の
史

料

は
享
保

一
二
年

の

「
村

差
出

下

書
」

の
浜

方

(漁
ゐ

)
分

一
に

つ
い

て

の
記
述

で
あ

る
。

こ
の
記
述

か
ら

明

ら
か

な

よ
う

に
、

こ
の
村

の
漁
業

は
耕

作

、

出
稼

の
合

間

に
お

こ
な

う
鮪

、

鰹

、

め

じ

か
等

の
黒

潮

に
乗

っ
て
回
遊

し

て
き

た
魚

を
立

切
網

(大
手
網
)

に

よ

っ
て
捕

獲

す

る
漁
業

が
中

心

で
、

釣

漁

は
ほ
と

ん
ど

お

こ
な

っ
て
い
な

い
。
肱

網
漁

に
し

て
も

「
立

猟
仕

候
事

も
御

座
候

」

と

あ

る
様

に
、

必
ず

し

も
毎

年
行

な

わ

れ

た
も

の
で
な

い
こ
と
を

予
想

さ
せ

る
。

事

実

、
占
r
保

一
四
年
、

享

保

一
五
年

、
享

保

一
七
年

、

宝
暦

一
二

年
、
宝

暦

一
三
年

、
明
和

、
一年

の

「
諸

分

一
取

立
帳

」
で
浜

方

(漁
方
)
分

一
の
記
載

が

あ

る

の
は
享
保

一
五
年

、
宝

暦

一
、
一年

だ

け

で
あ

っ

た
。

他

の
年

に
は
立

漁

が
あ

っ
て
も
、

分

一
の
対

象

に
な

る
程

の
漁

獲

量

が
な

か

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。

こ
の
点

に

つ
い

て
は
前

掲
拙

稿

を

参
照

さ
れ

た

い
。
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こ
の
よ
う
に
久
料
村

の
漁
業

は
こ
の
村
の
セ
た
る
生
業

と
は
言

え
ず
、
漁
業

に
不
可
欠

の
漁
船
、
網
船
も
無
く
、
延
享
四
年

の

「
当
夘

年
久
料
村
船
数
書
上
帳
」

に
.
一艘

の
小
乗
船
が

「
是

ハ
夏
中
立
漁
仕
候
節
、
網

さ
や
め
付
舟
井
田
畑
之

こ
屋
し
持
送

り
仕
候

二
付
、
御
役

永
之
義
、
前

々
よ
り
御
免
被
成
下
候
」
と
立
網
漁

に
使
用

さ
れ

て
い
る
記
述

が
あ
る
の
み

で
あ

っ
た
。
本
来
漁
船
は
船
役

が
掛
か
る
も
の

で
あ

り
、
役
永
が
免
除

さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
村

の
立
網
漁
が
規
模

の
小
さ

い
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
役
を
免
除
す
る
必
要
が
あ
る
、

こ
の
村

に
と

っ
て
は
糧
を
得
る
為

に
重
要
な
生
業

で
あ

っ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
本
節
は

こ
う
し
た
意
味
を
も

つ
久
料
村

の
漁
業

の

実
態
を
明
ら
か

に
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

表

1
は
安
政
六
年
未
七
月
六

日
、
同
八
月
卜

一
日
の
.
踊冊

の

『
鰹
浜
丸
覚
帳
』
(津
元
五
郎
右
衛
門
)
を
販
売
先
順

に
整
理
集
計
し
た
も

の

で
あ
る
。

(
4

)

浜
丸
と
は
水
揚
さ
れ
た
魚

の
こ
と

で
、
地
域

に
よ

っ
て
は
水
魚
と
も
言
う
。

こ
の
史
料
は
立
網
漁

に
よ

っ
て
水
揚
さ
れ
た
鰹

の
漁
獲
高

し

ろ

と
そ
の
販
売

の
内
訳
を
記
帳
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
帳
簿

に
集
計
さ
れ
た
鰹

の
高

は
津
元
及
び
網
子

の
配
分
、

つ
ま
り
代

11
当

り
の
計

算
と
分

一
計
算

の
基
礎

に
な
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
水
揚

さ
れ
た
鰹

の
数
量
と
販
売
さ
れ
た
価
額
が
示
さ
れ

る
の
が

一
般
的

で

あ

っ
た
。

し
か
る
に
、
安
政
六
年

の
.
一冊
を
比
較
し

て
見

る
と
、
七
月
六
日

の

「
鰹
浜
丸
覚
帳
」

の
場
合

は
数
量

の
み
の
記
載

で
価
額

の

記
載

は
な

い
。

こ
れ

に
対
し
、
八
月
卜

一
日
の

「鰹
浜
丸
覚
帳
」

の
場
合

は
数

量
と

そ
の
代
金

が
記
載

さ
れ

て
い
る
。
後

に
示
す
、
文
久

元
年

の

「
め
じ
か
浜
丸
帳
」
も
数

量
と
代
金

が
記
載

さ
れ

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
八
月
卜

一
日
の
記
載
様
式
が
久
料
村

の
場
合

で
も
浜

丸
帳

の

一
般
的
姿

で
あ

っ
た
と
蒔

え
よ
う
。

そ
も
そ
も

こ
の
地
域

の
立
網
漁

の
場
合
、
「
海
附
村

々
漁
業
有
之
候
節
者
、
内
浦
6
沼
津
宿
迄
人
札
触
差
出
し
候
得
者
、
商
人
人
勢
疏
寄

入
札
致
し
、
直
段
相
定
、
札
金
之
儀
各
卜

日
延
、
又
者
五

日
延

二
而
売
渡
、
日
限
之
通
取
蹉
来
候
」
と
あ
る
様

に
蹉
網
漁

の
あ
る
日
に
は
沼

津
あ
た
り
ま

で
入
札
触
を
出
し
、
集
ま

っ
た
商
人
達

に
人
札

に
よ

っ
て
水
揚

さ
れ
た
魚
を
販
売
し

て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
水
揚
さ
れ
た
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表1安 政6年 鰹 浜丸 明細 単位 売1還 は本。売 ヒ額は文。
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史料:安 政6年7月 「鰹 浜丸覚帳 」 ・同年8月 「鰹浜丸覚帳」
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魚
を
落
札
し
た
売
先
ご
と

に
数
量
と
販
売
代
価

を
記
録

し
た

の
が
浜
丸
帳

で
あ

っ
た
。

と

▼、
ろ
で
七
月

の
場
合

は
販
売
代
金

の
記
載

が
な
い
が

こ
の
年

の
販
売
額
を
知

る
た
あ

に
八
月

の
落
札
価
額
錘

本

三

支

で
販
売

額
を
算
定
し
た
。
ま
た
七
月
七

日
の
場
合

に
は

「
預
り
魚
」
と
し

て
久
料
村

の
治
兵
衛

以
五

五
人

に

三

九
本

の
鰹
が
渡
さ
れ

て
い
る
・

▼、
の

「
預
り
魚
」

は
、

八
月

の

「
浜
丸
帳
」

に
は
無
く
、

そ
の
項

に

示

売
覚
L
と
し

て
治
兵
衛
以
下

エ
ハ
人

に
五
七
本

の
鰹
が
販
売
さ

れ
た

▼」
と
が
記
載

さ
れ

て
い
る
。

}し
の
}」
と
々

り
判
断

し
て
七
月

の

.
預
り
魚
L
は
久
料

村
の
百
姓
達

に
小
売

さ
れ
た
鰹

で
あ
る
と
考

え

ら

れ

る
。

ま
ず
表

-
の
売
上
量
、

つ
ま
り
水
揚
高
を
見

る
と
七

・
八
月

の
合
計

は
鰹

三
八
〇
四
本
、
そ
の
う
ち
五
四
%

の
δ

五
ヒ
本
が
八
尺

四

五

%

の

一
七

四
七
本

が
七

月

の
水

揚

で
あ

っ
た
。

八
月

の
.
一〇

五
七

本

の
水
揚

の
内

二

一
本

が
八
月

一
二
日

の
水

揚

で
・
残

り

二
〇

三

六
本
が
八
月

=

日
の
水
揚

で
あ

.
た
。
八
旦

.
百

の
.
二

本

は
八
月

=

日
の
立
網
漁

の
残
り
と
考

え
る
と
両
者
と
も
八
月

=

目

の
水

揚

と
考

え

て
良

い
。

し
か

し
、
七

月

六

日
、

ヒ

日

の
場
合

は

「
七

日
取
」

と
頁

を
新

ら

た
め

て
明
記

さ

れ

て
い
る

こ
と
か

ら
、

二

日

間

に

二
回
、

立
網

を
入

れ

た

も

の
と
判

断

さ
れ

る
。

こ

の
よ
う

に
考

え

る
と

、
ヒ

月
六

日

に
は
八

三

五
本
、

ヒ
月

七

日

に
は
九

一
二
本

、

八
月

一
一
日

に

は
・
二

本

の

↓
二

日
水
揚

さ
れ

た

残

り
を
含

あ
て
∴
〇
五
七
本

の
鰹
が
水
揚
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

高

の
水
揚
量
は
か
な
り
大
き
な
差
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
・

そ
れ
は

回
遊

し

ぞ

る
魚
群

の
大
き
さ
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
.

こ
の
点

は
匙

に
お
い
て
見

た
通
り

で
あ
る
・
即
ち
・
藻

五

年

の

藷

色

御

分

一
改
取

立
帳

」

に
よ

る
と
、

こ

の
年

久
料

村

で
は
五
月

.
一〇

目
、

同

∴
五

日
、

六
月

.
百

、
同

四

日

に
立

網

漁

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ

れ

の
日
に

五

四
本
、

天

五
本
、
七
〇
本
、

西

三

本

の
水
揚

が
あ

。
た
。
更

に
宝
賢

.
琵

に
は
六
月

西

日
に
四
二
〇
本
・
六
月

二
六

日
に

一
五
五
〇
本
、
七
月
二
三
日
に
五
七
五
本

の
水
揚
が
あ
り
、

こ
の
年

に
も
日
に
よ

っ
て

一
回

の
水
揚
量

に
大
き
な
差
が
あ

る
こ

と
が
明
、b
か

に
な

.
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
享
保

五

年

の
鰹
水
揚
量

の
合
計
は

λ

.
…、
禾

、
宝
暦

三

年

の
場
合

は
こ
茜

五
本

と
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な
る
。

し

た

が

っ
て
、

表

1

の
安
政

六

年

の
鰹

の
水

揚
合

計

は

三
八
〇

四
本

で
あ

る
か
ら
、

享

保

一
五
年

の
約

二
倍

の
水
揚

が
あ

っ
た

こ

と

に
な

る
・

こ
の
年

は
・

か

な

り
豊

漁

で
あ

っ
た

と

、.肖
え

よ

う
。

こ
の
、
;

の

「
鰹

浜
丸

覚
帳

」

に
記

載

さ

れ
た
鰹

の
量

を
右

の
様

に
考

え
得

る

と
す

れ
ば

・
そ

の
量

か

ら
判

断

し

て
、
こ
の
年

久
料

村

に
お

い

て
、
お

こ
な

わ

れ
た
籍

漁

の
全

て
で
あ

る
と
考

え

る

}」
と

が
出
来

る
・
し

た

が

っ
て
・
こ

の
年

に

こ
の
村

で
凱

網
漁

が

お

こ
な

わ

れ

た

の
は
七

月

の
.
、
具

、回
)
、
と

八
月

の
.
亘

.

.回
)、
計

四

日

西

回
)
で

あ

っ
た
・
h口凍

五

年

の
場

合

は

11
月

か

ら

六
月

に
か
け

て

四

日

(四
回
)
、
宝

暦

二
年

の
場
合

は
六

月

か

・り
七
月

に
か

け

て
三

日

(...

回
)
で
あ

っ
た
・
久

料

村

の
矯

漁

は

、-
月

か
ら
八

月

に
か

け

て
年

間
、
わ
ず

か

三

日
か

・り
四
目

お

こ
な
わ

れ

る
漁
業

で
あ

っ
た

と
}
口
え

る
。

こ
の
よ
う

に
見

て
く

る
と
・

こ
の
村

に

は
専

用

の
網
船

、

漁

船
も

な

く
、
農

耕

、

薪

.
眞
木

の
運
搬

に
使

つ
小

乗
船

を
立

網

漁

に
使

用

し
・

釣
漁

も
な

く
・

漁
業

も

百
姓

達

の
農

間

稼

で
あ

る
と

記

し

た

「
差

出
帳

」

の
記
述

も

も

っ
と
も

な

}」
と

で
あ

っ
た
。

も

っ
♪
」も
、

第

五
節

で
述

べ
る
様

に
・
延
享

三
年

「
久
料
村
、
足
保
村
・
」
虚

に
は

「
此
段
両
村
共

二
漁

網
船
七籟

つ
＼
、
其
外
小
也
網
、
取
網
所

持
仕
候
・
右
仕
英

修
覆
共

浄

元
、
網
子
同
用

二
出
金

い
た
し
候
」
と
煮

網
船
を

一
組
つ

つ
所
持
し

て
い
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。

と

こ
ろ
で
、
享
保

一
五
年
と
宝
暦

一
二
年

の
御
分

一
取
立
帳

の
水
揚
高

を
安

政
六
年

の

「
鰹
浜
丸
帳
」
の
水
揚
高

(販
売
μ咀
)
と
比

べ
る

と
先

に
述

べ
た
様

に
安
政
元
年

の
水
揚
高

(販
売
頃
)
は
享
保

一
五
年

の
水
揚
高

(販
売
鼠
)
の
約

一倍

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
販
売

額

で
比

べ
る
と
享
保

五

年

の
販
売
額

一
.
責

四
、
べ

文

の
約
六
五
倍
、
八
〇

.
頁

四
六
六
文

で
あ

.
た
。

二
茜

五

本

の
水
揚
高

(販
売
量

の
あ

っ
た
宝
暦

=

一年

の
販
売
額

.
三

貫
八
三
三
文

に
比

べ
て
も
約

一四

倍

で
あ
る
。
占
子
保

五

年
、
宝
蟹

、
一

年

と

の
価
額

で
比

べ
た
場

合

の
、

あ

ま

り

に
も
大

き

な
開

き

は
何

を
意

味
す

る

の

で
あ

ろ
う
。

販
売

量

は
享

保

五

年

の
場

合

は

二
倍
、

宝
暦

一
.
犀

の
場
合

丁

五

倍

で
あ

り
、

販
売

量

の
差

に
よ

る
も

の

で
な

い

ワし
と

岐

口
.つ
ま

で
も
な

い
・
と
な
る
と
そ
れ
は
鰹

本

の
落
札
価
額

の
差

に
よ
る
も

の
で
あ

る
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。
事
実
、
鰹

本

の
価
額
墜

榛

五

年

が
六

・
八
文
・
宝
暦

一
.
死

が
九

・
四
文

で
あ

.
た

の
に
対

し
、
安
政
六
年

の
価
格

墜

本
.
二

支

で
あ

.
た
。
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安
政
六
年

は
先

に
も
述

べ
た
様

に
豊
漁

で
あ
り
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鰹

本

が
二

二

文
と
販
窒

の
少
な
い
享
保

五

年
・
宝
暦

「
.
奮

り
も
、
ヨ
.倍
、
三

蒋

と
高

い
}」
と
は
宝
暦
か
ら
安
政

の
間

に
鰹

の
相
場
を
押
し
上
げ

る
・
鰹
需
要
の
増
大
・
市
場
條
件

の
変

化

が
あ

っ
た

〒」
と
を

示

し

て
い
る
。

そ
れ
が

ど

の
あ

た
り

に
あ

っ
た

の
か

は
今

後

に
残

さ
れ

た
課
題

で
あ

る
・
次

に
表

-
か

ら
鰹

の
市
場

條

件

が
発

展

し
た

と
思

わ

れ

る
安

政
六

年

の
鰹

の
販
売

状

況

を
見

る

こ
と

に
し

よ
う
。

安
政
六
年

の
販
、冗
量
、
額
が
最
も
多

い
の
は
久
料
村

の
属
す

る
庸

の
村

々
で
、

そ
の
販
売
額
桀

体

の
亡

二

%
・
二
九
八
璽

四
三
文

で
あ
る
.
次

い
で
藩

の
村

々
で
全
体

の
.
、八

・
、
兎

、

二
.
天

貫

四
9

、文

の
畢

買

い
取

っ
て
い
る
・
西
浦

と
藩

を
合

せ

る
と
全
体

の
六
五

.
、.萢

な
る
.
次

い
で
販
売
額

の
多

い
の
は

一
六

ニ
ハ
%

に
当

る

三

.二
軍

三
五
二
文

の
販
売

が
あ

っ
た
沼
津
売

り

で
あ

っ
た
。

最

も
少

な

い

の
が
内

浦

で
全

体

の
.
、
・
四
%

、

天

貰

九
九

〇

文

で
あ

っ
た
。
江

、戸
の
商

人

売

は
七

三
貫

八
五
〇

文

で
・

総
販
売
額

の
九

.

.
写

あ

.
た
。

▼」
の
よ
・つ
に
、
量
的

に
見

る
と
販
売

の
中
心
は
庸

と
静
浦
が
巾
心

で
・
次

い
で
沼
津
町
に

天

・

六
%

の
販
売
果

あ

っ
た

▼し
と
が
借

さ
れ
る
。
江
、戸
売

は
九

・
・
磨

、

痢

に
満

套

い
が
・
鰹

の
販
売

は
・
先

に
も
述

べ
た
様

に

入
札

の
触
を
出
し
、
集

.
た
買
手

に
対

し
入
札

に
よ

.
て
販
売
す
る
も

の
で
あ
り
、
江
.戸
商
人
が
鰹

の
買
付

に
内
浦
・
西
浦
・
藩

の
漁

業
を
目
当

て
に
買
付

け
に
来

て
い
る

▼」
と
を
示
す
肇

と
し

て
注
目
さ
れ
る
.
明
ら
か
に
、
こ
の
地
域

の
攣

が
沼
津
を
忠

と
し
た
地

域
市
場
を
越
え

て
江

戸
市
場

の

療

に
組

み
込
ま
れ

て
い
る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
.
そ
れ
で
は
・

こ
こ
醤

手
と
し

て
現
れ
た
人
々
は

表

-
か
、り
ど

の
様

な
性

格

を
持

っ
た
買
手

と

し

て
考

え
得

る

の

で
あ

ろ

う
か
。

次

に

こ
の
点

を
検

討

す

る

こ
と

に
し

よ
う
・

表

2
は
鰹

の
購
入
、

つ
ま
り
落
札
者

の
規
模
と
農

分
布
を
見
た
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
落
札
、
購
入

の
規
模
を
見

る
と
表

-
に
も
明
ら

か
な
様

に
久
料
村

の
彦
助
、
儀
右
禽

の

禾

か
・り
久
料
村

の
治
兵
衛

の

一
.
一.
ε

杢

治
兵
衛
の
場
合
は

天

本
の
小
売
が
あ
る
か
ら
・
購
入

し
た
鰹

の
総
計

は

一
.
.四
五
本

で
あ
る
)

と

規

模

の
幅

は

か

な

り

大

き

い
。

す

で
に
指
摘
し

て
お
い
た
様

に
、
背

七

日
の

預

り
魚
L
と
あ

る
の
は
、
分

の
場
合

は

示

売
覚
L
と
盟

さ
れ
・
更

に

「
卜

二
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⊥
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史料 二表1に 同 じ

日
網

揚

」

に
は

「
弐
本

手
間

引
当

村

与
兵

衛

」

と
立

網
漁

の
手

間

と

し

て
渡

し
た

こ
と

を
示

す
例

が
四
例

ほ
ど

記

さ

れ

て

い
る
。
「預

り
魚

」
、
お

よ
び

「
小
売

覚

」
の
鰹

の

買

手

は
表

1

に
明

ら

か
な

よ

う

に
全

て
当

村
、

つ
ま
り
久

料
村

の
百
姓

で
あ

っ
た
。

こ
の

「
小

売
覚

」

の
最
高

は
久

料

の
源
右

衛
門

の
こ
五
本

で
あ

っ
た
。

表

2

で
は

.
一五
本

以
下

を
小

売

分

と
考

え

三
〇
本

か

ら
七

六
本

、

一
〇
〇

本

以
下

を
小

規
模

の
商
人

売

と
し
、

一
〇
〇
本

以
上

を

大
規

模

な
商
人

売

と

し

た
。

こ
の
区
分

け

に
よ

っ
て
販
売

規
模

を

見

る
と

、

人

数

で
は
小

売

が
全
体

の
六
六

.
七

%

の
三

四
人

で
最
も

多

く
、

次

い
で
小

規
模

の
商

人
売

が

二
七

.

四

%
、

一
四
入

で
大

規
模

な
商

人
売

は
五

.
九

%
、

わ
ず

か

に
三

人

に
過

ぎ

な

い
。

こ
れ

を
売

上
高

で
見

る
と
三

.
一

九

四
本

の
総
売

上
高

に
対

し
、

小
売

は

一

一
%
、

三
六

.
一

本

、
小

規
模

の
商
人

売

は

、
一五

・
八

%
、

八

五
〇
本

、

人

規
模

の
商

人

売

は

.
一〇

八

二
本

で
、

実

に
総

売
上

高

の
六

三

.
二

%

に
当

る
。

つ
ま

り
売

上

高

は
人

数

と

は

逆

に

な

っ
て

い
る
。
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δ

○
本
以
上

の
売
上

の
あ
る
三
人

の
・つ
ち
、
天

は
久
料
村

の
治
兵
衛
と
平
右
衛
門
、

天

は
静
浦
多
比
村

の
与
七

で
あ
る
・

こ
の
う

ち
、
久
料
村

の
治
兵
衛
は

三

二
七
本

と
磐

多
く
買
人
れ
、
次

い
で
多
比
村

の
与
七
が
七
五
五
本
と
多

い
・
久
料
村

の
治
兵
衛

は
慶
応

三
年

「
漁
方
修
覆
除
金
諸
濃

」

に
は

尺

両
一
秀

.
茱

、
銭

三
〇
文

村
商
人
治
兵
衛
仕
切
歪

か
し
と
成
L
と
の
記
載
が
あ
り
・
治

兵
衛

が
商
訟

あ

.
た

▼、
と
が
わ
か

る
.
安
政
六
年

の

「
禦

貢
割
付
帳
」

に
よ
る
と
、

こ
の
年

の
治
兵
衛

の
篶

は
九
斗

二
升
四
A
・
で

あ

.
た
。
前
稿

で
述

べ
た
様

に
、
久
料
村

の
百
姓
持
高
は
最
高

看

六
升
五
合
、
最
低
七
斗

二
升

一
合

で
・

宕

以
上
は
わ
ず
か
二
人
・

ほ
と
ん
ど

の
百
姓
壇

.同
は
、
八
、
九
斗

に
平
均
化
し

て
い
た
。
ま
た
多
比
村

の
与
七
は
魚

の
加

工
業
を
明
治
以
隆

手
広
く
続
け

て
い
る

加

工
業
者

で
あ
る
。
お
そ
・り
く
久
料
村

落

兵
衛

も
、

こ
の
村

で
最
も
大
き
魚

の
加
工
を
お
こ
な

つ
加
工
業
者

で
あ

ろ
う
・

こ
の
地
方

の
魚
加

工
は
A
コ
日
で
も
全
国
有
数

の
干
物

の
加

工
地

で
あ

る
が
、

こ
の
当
時

は
鰹
節

の
生
産
も
お
こ
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
・
漁
村

で

は
加

工
業
者
も
五
+
集
屋
あ
る
い
は
五
+
集
商
人
と
言
わ
れ
、
九
+
九
里

の
地
曵
網
地
帯

で
は
網
附
商
人
・
附
属
商
人
な
ど
と
も
呼
ば
れ

た
。
し
奈

.
て
表

-
で

「
隣
村
商
人
」
罵

込
商
人
中
L
と
記

さ
れ
る
商
人

の
な
か

に
も
加
工
業
者
が
居
た
と
思
わ
れ
る
・
次

に
表
2
よ

り
、
売
上
高
が
三
〇
本

か
ら
七
六
本

の
小
規
模

の
買
入
商
人
と
、

二
五
本
以
下

の
小
売

に

つ
い
て
見

る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
久
料
村

に

つ
い
て
見
る
と
、
久
料
村

の
場
A
篇
は
先

の
二
人
を
除

い
た
全

て
が
.
五

査

下

の
小
売

で
あ
る
・
更

に
久
料
村
が
属

す

る
西
浦

の
諸
村

に
は
三
〇
査

上

の
取
引
は
な
く
、
全

て
が
小
売

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対
し
、
三
〇
本
か
ら
七
六
本
を
取
り
引
き
す

る
商

い
は
、
沼
津
町
と
静
浦

の
諸
村

に
集
中

し
、
沼
津
町

の
場
合
は
茂
左
衛
門
が
.
蚕

買

っ
て
い
る
だ
け

で
他

は
七
六
本
七
名
・
五
〇
本
二

名
と
な

.
て
い
る
。
静
浦

の
場
合
も
三
〇
本
～
五
〇
本
が
四
人
と
二
五
本
以
下

の
小
売

よ
り
も
多

い
・
静
浦

の
場
合

δ

本
以
下
は
な
く
・

小
売

の
売
上
げ
合
計

は
四
八
本

で
あ

っ
た
。

Ψし
の
よ
.つ
に
見

て
く
る
と
、
久
料
村

の
立
網
漁

に
よ
る
鰹

の
販
売

は
久
料
村

の
治
兵
衛
、
平
右
衛
門
、
多
比
村

の
与
七
を

は
じ
め
と
す

る
静
浦

の
五
卜
集
商
人
と
沼
津

の
商
人

へ
の
販
売

が
中
心

で
、
其
他
は
久
料
及
び
西
浦
諸
村

へ
の
小
売

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
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表

-

表

2
で
見

る
限

り
・
静
浦

の
多
比
、
日
野
、
馬
込
、
攣

浜
、
内
浦

の
三
津

に
五
秦

屋
、
五
藁

商
人
が
多

い
様

に
見
え
る
.

多
比
は
現
在

で
も
魚

の
型

業
者

が
多

い
と
、」・
わ
れ
、
馬
込

は

茜

人
中
L
と
あ
り
、

ま
た
内
浦

の
三
津
村

に
は
前
掲
拙
稿

で
分
析

し
た

　
ア

　

よ
う
に
沼
津
町
と
共

に
t
肥

の
魚
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。

と

こ
ろ
で
表

-
を
分
析
す
る
過
程

で
気

に
な
る
の
は
鰹

の
商
品
形
態

で
あ
る
。
例

え
ば
鰹

の
小
売

の
場
A
口、
数
本
を
買

.
た
場
A
口
は
生

魚
と
し

て
食

べ
る
藷

に
買

っ
た
と
思
わ
れ
る
が

5

本
、

、
6

本
と
買
入
れ
た
場
A
口
に
は
島

で
あ
る
}し
と
を
考
え
る
と
、

ど
の
様

に

型

し
て
保
存
し
た
か
が
問
題

に
な
る
。
個
人

の
家

で
鰹
節

に
聖

す

登

」
と
は
考

え
・り
れ
な

い
。
と
な

る
と
、
塩
づ
け
か
、
;

ぼ
切
り
L

で
あ
る
・
伊
豆

の
鰻

即
生
産

の
中
心
地
、
畢

で
は
鰹
節
製
造
業
者
が
鰹
を
塩

づ
け

に
し
、
干
し

「
つ
ぼ
切
り
」
に
し

て
保
存

し
、
正
月

の
讐

に
使

用
す
る
轟

慣
が
あ
る
が
、

こ
の
地
域

で
も

そ
う
し
養

習
慣
が
あ
る

の
か
も
知
れ
な

い
。

}し
の
占
だ

つ
い
て
は
調
査
を
す

る
必

要

が
あ

ろ

う
・

塩
づ

け

に

つ
い

て
は
鰹

に

つ
い

て
調
査

し
た

こ
と

は
な

い
が
、
鮪

の
場
A
口
は
輪

切

り

に
し
、

塩
づ

け

に
し

て
桶

に

つ

め
江
戸

に
運

ん

で

い
た
・

そ
れ

を

「
す

き
身

」

-

「
通
身

」

と
、二・
っ
た
と

い
う
。

し

た
が

っ
て
、

鰹

の
場

A
口
も
当

然

、

そ
.つ
し

茄

工
が

な

さ
れ

て

い
た

と
思

わ

れ

る
・

季

で
見

る
と
江
戸

商
人

中

に
三
五

〇
本

の
鰹

が
売

・り
れ

て

い
る
が
、

お

そ

り
く
塩
づ

け

さ

れ
、

「
す

き

身

」

に
し

て
・

桶

に

つ
め
・

江
戸

に
送

ら
れ

た

の

で
あ

ろ
う
.

土

肥

の
場
合

は
篠

で
明

ら
か

に
し

た
様

に
、

小
揚

船

で
沼
津

、

三
津

に

運
ば

れ
・

沼

津
…

潔

か
ら

江
・戸
に
廻

船

で
運

ば

れ

て

い
た

こ
と

が
確

認

さ
れ

て
い
る
。

西
浦

の
諸

村

の
場
A
口
は
廻
船

が

な
く

、
薪

.
眞

木

に
し

て
も
戸

田
・
沼
津

の
廻
船
を
籍

し
て
運

ん
で
い
た

の
で
鑓

、
買
付
け
た
江
戸
商
人

が
沼
津
、
一、潭

か
.b
廻
船
を
利
用
し

て
運

ん
だ

の

で
あ
ろ

う
。

右

の
諸

点

は

こ
の
地

域

の
漁
業

史

料

と
対
話

し

て

い
る
過
程

で
気

に
な

る
点

を
交

え

て
推

測

し
た

も

の
に
過
ぎ

な

い
。

し

か
し
、

そ

の

こ
と
は
漁
業
史

を
学

ぶ
場
合
・
轡

バ・
漁
法
は
勿
論

の
こ
と
、
漁
期
や
加
工
方
法
、
食
習
慣

や
流
通
、
市
場

の
條
件
を
視
野

に
入
れ
な
が

ら
検
討

す

る

こ
と
が
必
要

で
あ

る

こ
と

を
物

語

っ
て

い
る
。
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さ
て
、
久
料
村

の
漁
業
を
問
題
と
す

る

;

の
目
的

は
、
す

で
に
瀧

に
お

い
て
・
ま
た
本
稿

一
節

で
需

し
た
よ
う

に
・

こ
の
村

の

漁
業

が
厳

し
い
、口
然
條
件

と
、戸
数
も
わ
ず
か

西

戸

で
あ

る
な
か

で
、
津
元
五
郎
右
衛
門

が
網
船
を
持

ち
漁
具
を
所
有
す

る
こ
と
に
よ

っ

て
、
攣

を
従
属

せ
し
め
、

い
わ
ゆ
る
網

兀
讐

を
お

こ
な
う

の
で
は
な
く
、
漁
具
も
村
有

で
あ
り
・

そ
の
意
味

で
は
津
元
五
郎
右
禽

を
中

、心
と

し

た

繍

の
仕
へ同

経
営

の
内
容

と

性
格

を
持

つ
こ

の
村

の
漁

業

の
あ

り
様

を

明

ら
か

に
す

る
と

こ
ろ

に
あ

っ
た
・

そ
れ

は
多

少

の
違

い
は
あ

る

と

は

い
え
、

西
浦

諸
村

の
立
網
漁

に
共

通
す

る
漁

業

の
性

格

を
明

ら

か

に
す

る

こ
と

で
も

あ

っ
た
・

こ
の
点

に
関

連
し

た

興
味

あ

る
事

実

を
表

1

は
語

っ
て

い
る
。

そ
れ

は
表

1
を
見

る
と
五
郎

右
衛

門

が
七

月

七

日
に

は

「
預

り
魚
」

と
し

て
、

一
〇
本

、

八
月

の

「
小

売
覚
」

で
は
六

本

・

つ
ま

り
・

「
預

り
魚

」

は
小
売

り
と
判

断

し
得

る
か
ら

こ

の
年

に

は
合

計

↓
六

本

の
鰹

を

買

っ
て
い
た

こ
と

に
な

る
。

五
郎
右
衛
門
は

▼、
の

睡

浜
丸
帳
L

の
記
帳
者

で
あ
り
、
久
料
村

の
津
元

で
、
名
主

で
も
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
網
元
経
営

の
場
合
・
例

え

ば
九
レ
九
胆

の
地
曵
網
経
営

の

双

魚
帳
L
、
「浜
丸
帳
」
を
見

て
も
、
網
元
が
水
魚

の
買
手
と
し

て
出

て
く
る
こ
と
は
全
く
な
く
・
畠

の
魚

は
分

房

議

と
な
る
魚
獲
物
か
・り
除

い
て
い
た
か
ら

で
あ

る
。
九
f
九
里

の
鰯
地
曵
網
漁

の
場
合
・
鰯

以
外

の
籍
悌
と
呼
ば
れ
る

高

級
魚

は
水

揚

の
際

に
役

人

の
目

を
盗

ん

で
網

、兀
や
t

だ

.
た
賄

、
船

頭

・
沖

合

な

ど

に
よ

っ
て
暗

売

り

さ
れ

た
と
・昌。
わ
れ

て

い
(梨

し
か
る
に
、
久
料
村

の
詣

漁

の
場

合
は
津

.兀
で
あ
る
五
郎
右
衛
門

や
、
最
も
合

の
買
手

で
あ

る
村

の
治
兵
禦

自
用

の
鰹
を
浜

で

買

.
て
い
る
事
実

は
楚

物
は
勿
論

の
▽、
と
姦

経
営

そ
の
も
の
が
津
、兀
個
人

に
は
帰
属
し

て
い
な

い
・
村
共
同
体

に
属
す

る
共
同
響

で
あ

る

こ
と
を

物

語

っ
て

い
る
。
津

元

は
共

同
経

営

の
管

理

者

で
あ

り
、
津

元
名

主

と

言

う

に
ふ

さ
わ

し

い
存
在

で
あ

っ
た

と
言

え

よ
う
。

以
上
、
「
鰹
浜
丸
覚
帳
」
に
よ

.
て
、
久
料
村

の
鰹

の
販
売
状
況
を
検
討
し

て
き
た
。
そ
の
輩

、
久
料
村

の
鰹

の
販
売
は
地
元
久
料
村

の
治
兵
衛
、
平
右
禽

へ
の
販
売
を
除
く
と
西
浦
諸
村

(A凸
久
料
村
)
へ
の
販
売

は
小
売

が
4-
心

で
、
商
人

へ
の
販
売

は
静
浦
・
沼
津
・

つ

い
で
江
戸

へ
の
販
売
が
中
心

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
傾
向

は
文
久
元
年
六
月

の

「
め
じ
か
浜
丸
覚
帳
」

で
も
確
認

で
き
る
。
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表

3
は
文
久
元
年

の
あ
じ
か
販
売

の
状
況
を
示
し
た
も

の
で

あ
る
。

め
じ
か
は
鮪

の
小

さ
い
も

の
で
、

こ
の
地
域

の
立
網
漁

の
主
要
な
魚
種

で
あ

っ
た
。

表

3
か
ら
め
じ
か

の
販
売

は
所
在
不
明

の
商
人
仲
間
売
を
除

く
と
沼
津
が
最
も
多
く
、
全
体

の
二
五

・
四
二
%
、

四
七
貫

一

〇
〇
文
、
次

い
で
静
浦
多
比
村

の
与
七
、
治
助

に
七
五
本
、

三

五
畏
三
二
五
文

の
あ
じ
か
が
販
売

さ
れ

て
い
る
。
馬
込
村

の
源

四
郎

へ
の
五
五
本
、

二
五
貫
九
〇
五
文
を
加
え
る
と
、
静
浦

へ

の
販
売

は
六

一
貫

、
一三
〇
文
、
全
体

の
三
三

.
〇

四
%

に
な

る
。

こ
れ

は
商
人
仲
間

へ
の
販
売
と
同
額

で
あ
り
、
沼
津
問
犀

売

よ
り

一
四
貫

一
三
〇
文
多

い
。
多
比

の
与
七

へ
の
販
売
高

は

安
政
六
年

の
鰹

の
販

売

で
も
、
他
村
売

の
中

で
最
も
多

か

っ

た
・

と
も
あ
れ
・

こ
こ
で
も
静
浦
・
沼
津

の
商
人
鳶冗
が
販
売

の
忠

で
あ

.
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
久
料
村
及
び
西
浦
諸
村

へ
の
販
売

は
足
保

の
吉
左
衛
門

清
吉

へ
の
五
本

の
販
売
を
含
あ

て
三

丁

五
本
、

西

貫
八
三
六
文

で
あ

.
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
預

り
魯

つ
ま
り
小
売

で
あ

っ
た
・
当
然

の
こ
と
な
が
・り
小
売

の
忠

は
久
料
村

で
販
売
総
数

(預
り
色
{)
は
二
四
本
、
小
売
全
体

の
七
六
%
、

天

平
均
二
本

で
あ

っ
た
・
小
売

の
合
計

総

販
士冗
額

の
八
%
、

一
割

に
満

た
な

い
。
総
売
上

の
九
割
が
商
人
売

で
あ

.
た
。

な
お
、
姦

六

年
鰹

の
相
場

は

一
本
三

支

で
あ

っ
た
が
、
文
久
元
年
六
月

の
め
じ
か

の
相
場

は
約

四
六
九
文

で
あ

.
た
。
魚

の
相
場
は
年

に
よ
り
、

日

に
よ

っ
て
変

動

が
大

き

い
が
、

そ

れ

で
も

鰹

よ

り
め

じ
か

の
方

が
高

い
こ
と
だ

け

は
附

言

し

て
お
き

た

い
。
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二

久
料
村
の
漁
方
勘
定

久
料
村

に
は
津
元
五
郎
右
衛
門
が
記
帳
し
た
、
数
点

の
勘
定
帳
が
残

さ
れ

て
い
る
。

猟
諸
勘
定

日
記
」

で
あ

る
。

ま
ず
、
同

日
記
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

諸
勘
定
覚

一
金
壱
両

庄
兵
衛
方
6
取

ル

此
己

け

三
分
四
百
文

二
百
文

三
拾
文

三
拾
六
文

御
役
人

へ
遣

重
須
酒

て
割
合

甚
兵
衛

二
遣

シ

ゑ
ん
ま
弐
枚

酒

て
割
出

ス

〆
三
分
六
百
六
拾
六
文
i弓

残
テ
おハ
百
三
拾
文

八
月
廿
九
日

ゑ
な
し

一

三
束
分

清
次
郎
分

代
弐
両
鍵
壱
貫
百
五
十
弐
文

同

そ
の
う
ち
最
も
古

い
も

の
は
享
保

一
四
年

の

「
立
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沼
津

壱
束
分

次
郎
左
衛
門
分

代
弐
分
壱
貫
弐
百
四
f
九
文

.
一口
〆
弐
両
弐
分
弐
貰
四
百
五
文

此
内

壱
分

勘
兵
衛
渡
ス

百
文

半
左
衛
門
五
郎
左
衛
門
両
人

沼
津
二
泊
リ
入
用

〆
壱
分
百
文
引

残
テ
弐
両
壱
分
弐
貫
三
百
五
文

金

.
両

庄
兵
衛
方
6
取

ル

〆
四
両
壱
分
弐
畏
九
百
三
卜
五
文

内
弐
両
壱
分
壱
貫
三
百
文

御
三
分

一
之
分

鎌
七
百
文

薪
分

一

〆
弐
両
壱
分
弐
貫
弐
百
四
拾
八
文
彿

残
テ
弐
両
六
百
八
拾
四
文



一
弐
分
鎌
八
百
六
拾
四
文

木
負
村
勘
左
衛
門
分
取
ル

百

〆
弐
両
弐
分

責

五
百
姻
妖

翅

内
壱
分
九
月
四
日

太
郎
右
衛
門
渡
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右

の
史
料
は
享
保

一
四
年

の
勘
定

日
記

の
始
め

の
部
分

で
あ
る
。
こ
の
記
載
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
こ
の
日
記
は
入
金
が
あ
る
と
、

一
筆

ご
と

に
そ

の
支
払

の
内
分
け
、

そ
の
差
引
を
計
算
し
、
次

の
入
金
額
と
合

せ
た
有
金

の
支
出
内
訳
を
順
次
計
算
し
、
記
帳
し

て
い

っ

た
も

の
で
あ
る
。

た
だ
最
初

の

「
残

テ
六
百
三
拾
文
」

は
八
月
廿
九

日
の
鰹

の
販
売
代
金

に
加
算

さ
れ

て
い
な
い
。
八
月

二
九
日
以
降

は

全

て
残
高

が
繰
越

さ
れ

て
い
る
。
最
初

の

「
六
百
三
拾
両
」

が
な
ぜ
操
越
さ
れ

て
い
な

い
の
か
は
不
明

で
あ
る
。

と

こ
ろ

で
、
八
月
廿
九

日
の
場
合

は

ゑ
な
し

一
三
束
分

清
次
郎
分

沼
津

一
壱
束
分

次
郎
左
衛
門
分

と
あ

り
、
江
梨

の
清
次
郎
と
沼
津

の
次
郎
左
衛
門

に
売

っ
た
魚

の
代
金

で
あ

っ
た
。

こ
の
魚
が
鰹

で
あ

る
か
め
じ
か

で
あ

る
か
、
あ
る
い

は
鮪

で
あ
る
か
は
明
ら
か

で
は
な

い
が
、

こ
の
史
料
が

「
立
猟
諸
勘
定

日
記
」

で
あ
る
か
ら
、
立
網
漁

の
漁
獲
物

で
あ

る
こ
と
は
間
違

い

な

い
。
他

の

「
誰

々

ヨ
リ
取
」
と
の
記
載
も
魚
を
買
取

っ
た
者

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表

4
は
享
保

一
四
年

の
勘
定

目
記
を
入
金
、
出
金

に
分
け
、

そ
の
内
訳

を
分
類
集
計
し
た
も

の
で
あ
る
。

ま
ず
入
金
を
見

る
と
、
魚

の
買
取
人

は
当
村
久
料
村

の
、
一人
、

と
江
梨
、
木
負
、
沼
津

の
各

一
人
、
合
計
κ
人
、

そ
の
購
入
件
数
は
八
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()は%表4享 保14年 立漁諸勘定明細

{ 入 金 出
　}一

金 コ
牛数 金 銭 銭 二直 シ 羅姦丁・ 金i 銭 銭 二

直 シ 甥
　

購
∵

件

4

i

1

1

1

i

1[

i

両 分 朱

4.0.0

.11

2.0.O

o.z.a

6.0.O

l

l
ミ

1

文

1,181

1,152

864

[
i

I

l

文

{22.1)

34,72Q

(ii.$)

11,392

(3.5)

3,424

(31.4)

30,720

…

!

1

[
l
i

l
i

御役人へ遣ス

ll禺 御三分 一
薪分一(勘兵衛分〉

牲
1

一

両 分 朱

0.3.0

2.1.O

I

文

40a

l,300

goo

文

4,240

12,82fl

700

文

1

(59.3)i

17.7601

酒手渡 シ

ゑんま2枚

沼津へ泊入用

庄兵衛へ渡

勘兵衛へ渡

1太郎右衛門へ渡
i

半左衛門へ渡

幸八へ渡

匝郎右衛胆へ塑_L
E左 衛門へ渡i

重徳久兵衛へ遺

3

即

十
; 286i

34

[

286

30

1・吐1・ ・

1コ11
{

(1.4)

ヰ_4鰍
1

1

il

l

l

l2

1

i

昌

1刷 一一

a.s.o

Q.1.O

o.i.a

O
a:1:li

I

a.2.oi

50i

2U4

}3.840iI
i,Asa

i,Asa

1,280

5α

goo

(30.fi)

29,946

{

;
1

1,2801i

2・56・陛 劃

(0.8}
250
(100
29.946![

I
i

ト皿 　一け

計小 t1$
5.x.0 3,066

i
1

1

「
差 引 残

;

→

3i3 .i.a il31
(fi9.4)
67,971
(100)
97,917

1

「

1i総 計一L $18.2. 3,197{
Ciao)
97,917

十
1 i

-一一一 一L

E

1820.3.197

-一一一 一L

史料:享 保14年 「立猟諸勘 定 日記」

備考:銭 相場 は金1両 一5,120文

(但 し:史 料中 の9月ll日 相場)

件

で
あ

っ
た
。

最

も
購

入
額

の
多

い
の
は
久
料

村

の

甚
兵

衛

と

沼
津

の
次
郎

右

衛
門

で
、

そ

の
購

入
額

は

六
両

、

銭

に
直

す

と
三

〇
貫

七

二
〇

文

で
、

こ

の
年

の
総
売

上

高
九

七

貫
九

一
七

文

の
三

一

・
八

%

に
当

る
。

し

た

が

っ
て
、

こ

の
二
名

で
六

三

・
六

%
を

購

入
し

た

こ
と

に
な

る
。

地

域

で
見

る
と
、

こ
の
甚

兵

衛

と

次

に
多

い
庄

兵

衛

が
共

に
久

料

村

の
者

で
あ

り
、

こ
の

.
一名

の
合
計

は
五

三

・

一
%
、

ほ
ぼ
売

上

の
半

分

が
久

料
村

で
販

売

さ

れ

た

こ
と

に
な

る
。

に

も

か
か

わ

ら
ず

、

売
上
高

の
三

一
%
が
沼

津
売

で
あ

る

こ
と

は
前
節

で
見

た
様

に
、

こ

の
地
域

の
立

網

漁

が
沼
津

を

中
心

と

し

た
市

場

を

前
提

に
お

こ
な

わ
れ

て
い
た

こ
と

を
物

語

っ
て
い

る
。

な

お
魚

を

購
入

し

た
件
数

は
八
件

で
あ

っ
た

が
、

立

網
を

入

れ
た

の
は

五

日

で
あ

っ
た
。

こ
こ

で
も

、

前
節

で
明

ら
か

に
し

た
、

立

網

漁

が

お

こ
な

わ

れ

る

の
は

年

に
数

日

で

あ

っ
た
と

の
結
論

を

確
認

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

次

に
出

金

に

つ
い
て
見

る

こ
と

に
し
よ

う
。
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出
金

の
合
計

は
銭
に
直
し

て
こ
九
貫
九
四
六
文

で
あ

る
。

そ
れ
は

こ
の
年

の
収
入
九
七
貫
九

一
七
文

の
三
〇

・
六
%
に
当
る
。
そ

の
差

し
ろ

引
残
六
九

.
四
%

に
当
る
六
七
貫
九
七

一
文
が
代

掴
当
り
と
し

て
津
元
及
び
網
子

に
分
配

さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
次

に
検
討

す

る
天
保
七
年

の

「漁
方
勘
定
帳
」
で
は
差
引
残
高
が
代
割

り
さ
れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
年
も
、
「
漁
方
勘
定
帳
」
で
代
割
計
算

が

な
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

さ

て
、
出
金

の
内
訳
を
見
る
と
、
御
役
人

へ
遣

し
た
三
分
と
四
〇
〇
文
を
含
め
た
分

一
金
が
銭

に
直
し

て

一
七
貫
七
六
〇
文
と
支
出
全

体

の
五
九

.
三
%
を
占
め
、
次

い
で
庄
兵
衛
以
下

八
名

に
対
す
る
渡
金

が
、
総
支
出

の
三
九

・
三
%
を
占
め

て
い
る
。
酒
手
其
他

の
支
出

は
四

一
六
文
、

　
・
四
%

に
過
ぎ
な

い
。

庄
兵
衛
以
下

の
渡
金

の
内
容

は
不
明

で
あ
る
が
、
五
左
衛
門
と
重
須
村

の
久
兵
衛
を
除

い
た
六
名

の
う
ち
に
庄
兵
衛
を
除

い
た
五
名

に

は

一
件

一
分

(
一
貫
二
八
〇
文
)
つ

つ
の
均
等

の
支
払

が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
何
ら
か

の
意
味
が
隠

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
明
ら
か

で

は
な

い
。
庄
兵
衛

は
収
入

の
項

に
明
ら
か
な
よ
う

に
魚

の
購
入
件
数

が
最
も
多
く
、

ま
た
二
件
、
二
分

の
支
出

が
な
さ
れ
た
五
郎
右
衛
門

は
、

こ
の
日
記

の
記
帳
者

で
、
久
料
村

の
津
元

で
あ
る
。

こ
の
点
と
何
ら
か

の
関
連
が
あ
る
の
か
も
知

れ
な

い
。
と
も
あ
れ
、
総
収
入

の

三
〇
%

に
当

る
支
出

の
内
容

は
以
上

の
通
り
で
あ

っ
た
。
次

に
天
保
七
年

の

「
漁
方
勘
定
帳
」
を
検
討
し

て
見

る
こ
と
に
し
よ
う
。

表

5
は
同
史
料
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
天
保
七
年

「
漁
方
勘
定
帳
」
は
最
初

に

一
金

五
両
二
分

江
な
し
与
右
衛
門
分

四
拾

〆
六
百
七
文

一
金
壱
分

小
売
分

四
〆
八
拾
八
文
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と
入
金
分
・

つ
ま
り
魚

の
販
売
高
と
買
取
入
が
記

さ
れ
、
最
後

に
総
売
上
高
が
記
さ
れ
、
「
此
永

三
拾
四
貫
九
百

四
拾
五
文

丸
高
」
と
永

換
算
さ
れ
て
い
る
。
丸
高
と
は
浜
丸
高

の
意
味

で
あ
り
、

こ
の
入
金
が
立
網
漁

の
漁
獲
物

の
販
売
高

で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の

永
ご
一拾
四
貫
九
百

四
拾
五
文
か
ら

内
永
六
〆
九
百
八
拾
九
文

か
け
弐
割

拾
四
二
割
壱
軒
二
付

壱
人
前
弐
分

永
四
百
九
拾
九
文
弐
分

永
四
貫
五
百
九
拾
弐
文

レ
九
人
若
衆
か
け

差
引

残

永
弐

拾

弐
貫

八
百

六
拾

四
文

と
ま

ず
、
永

六

貫

九

八
九

文

の

「
か

け
弐

割
」

を

引
き

、

そ

れ
を

一
四

に
割

っ
た
壱

軒

二
付

永

四
九

九
文

.
、分

と
永

四
貫

五

九

.
一文

の

一

九
人

分

の

「
若

衆

か

け
」
を
引

く
。
「
壱
人

前
弐

分

永

四
百

九

拾

九
文

弐
分

」
は
永

六
貫

九

八
九

文

を

一
四

で
割

っ
た
数

と

一
致

す

る
。

一

四
と

い
う
数

は
、
こ
の
村

の
寺

を

除

い
た
家
数

で
あ

る
。
「
か

け

二
割

」
と

は
何

を
意

味

し

て

い
る

の
か

は
明

ら

か

で
な

い
が

一
か

け

.
一割

」

の

「
永

六

貫
九

百

八
拾

九
文

」

は
丸

高

「
永

三

四
貫

九
百

四
拾

五
文

」

の
二
割

に
相

当

す

る
。

し

た
が

っ
て
、

「
永

四
百

九
拾

九
文

.
一分
」

は
丸
高

の
二
割

を

一
四
軒

の
軒

割

に
よ

っ
て
久
料
村

の
百
姓

に
配

分

さ
れ

た

も

の

で
あ

る
。
し

か

し
、
こ

の

一
人
前

の
永

を

「
か
け

、
一割
」

に
加

え
、
差
引

く
計

算

の
意
味

は
理
解

出

来

な

い
。
「
か
け

二
割

」
と

コ

九
人

若
衆

か

け
」
を

差
引

く

と
差

引
残

は
永

、
一三
貰

三
六

三

二

文

と

な

り
、

「永

四
百
九

拾

九
文

二
分

」
、

つ
ま

り

「
拾

四

二
割
壱

軒

二
付

永

四
百

九
拾

九

文

.
一分

」

と

一
致

す

る
。
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衷5天 保7年 漁方勘定明細

出 金

陰き{ノ}(14〆761史

牲割2蘇鷹ll妾
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,ftき十f/klメ337文5分

二f℃ノ}(1メ230文

'壱f℃'rア}く920文5分

永 に面 し

_血 」q塾豊、

625.

ll2.

騰
1¥醐 払

讐
4 御 分

ゑ び す
t

20,183.9言 卜

蟻14,761.1差 弓1残

_-L
O.2.329

0.2.0永2

2001

20a

鴨

ノK34,メ945起

_∴一一}心 一 血「一}一一一τ

1、売 分

ト庫1ア

/[:梨与右闇

晦 二灘 、

陣
村

一.し

1丁 五 郎 町㎝

1」 八

1計

幽襲1轡

平右衛門

_一 聖 …塑4r三_些 ・凱 一ユ
史料=天 保7年 「漁方勘定帳」

久料村津元∫f郎右衛門

け}一 『}}… ～ 一… 十

「
か

け
」

の
意
味

は
不
明

で
あ
る
が
久
料

村

の
総
家

数

一
四
軒

で
割

っ
た

「
か
け
」

と
十
九
人

の
若
衆

に
配

分

し

た

「
か

け
」
が

ま
ず
差

引

か

れ
、
次

い

で
そ

の

差
引
残

「永
弐
拾
弐
貫
八
百
六
拾
四
文
」

か
ら
、

そ
の

一
割

が

「
永
弐

尉
弐

百

八
拾

六
文

四
分

壱
割
修

覆

引
」
と
し

て
差
引
か
れ

て
い
る
。
「
壱
割
修
覆
引

}
と

は

後
述

す

る

よ
う

に
漁
目
パ
其
他

の
修
覆
費

で
あ

る
。
更

に
、
若
衆
卜
六
人
、
年
寄
六
人
、
下
男
共
子
共
、
寺
、
延

寿
院
、
満
念
寺

の
項
目

で
合
計
、
金

、
一分
三
朱

と
、
一九

貫
八
六
八
文
、

永

に
直
し

て
五
貫
七
九
文
四
分
が
差
引

か
れ
る
。

そ
の
結
果
残

っ
た
差
引
残

「
永
拾

五
貫
四
百
九
拾

四

文
弐
分
」

か
ら

「
金
三
分
」
と

「
永
廿
四
文
七
分
」
が

「
御
分

…
」
と
し

て
差
引

か
れ
、
更
に

「
ゑ
び
す
」
を
差

引

い
た

「
永
拾

四
貫
七
、肖
六
拾
壱
文
」
を

「
此
割
べ
拾

四
代
」

と
.
論四

で
割
り

「壱
代

二
付
永
六
.百
拾
五
文
」

と
代

月
当
り
が
計
算

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と

「
漁
方
勘
定
帳
」

は
浜
丸
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表6天 保7年 浜方諸払明細

黒
総総支払額文
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x,400

2,400
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璽
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酒 ・酢代
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肴代

O」ぼ り代

0,2,29,230

7.53$

s,24s

172
1

124常 吉

2・223,3121万 蔵 以 下

若者分16人150

凝 鷲1400300
喜 八1200

150

17人(85)

じト計 a,
}一 一 　一巴一一

銭二直シ小計

_____L_一

30.5

(78.95) __」__
史料:天 保7年 「浜方諸払帳」

備考 二銭相場 は金1両....1文

(但 シ、同年 「漁方勘定帳」 の相場)

高

か
ら
、
引
分
と
分

一
金
を
差
引
き
、
津
元
や
網
子

に
対

す
る
配
分
基
準
額
、

つ
ま

り
代

11
当
り
を
計
算
す

る
帳
簿

で
あ

っ
た
。

そ
の
意
味

で
は

「
漁
方
勘
定
帳
」
が
立

網
漁
経
営

に
お
け
る
基
本
帳
簿

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

表

5
は
右

の
天
保
七
年

「
漁
方
勘
定
帳
」
を
入
金
丸
　ロ同
と
出
金
諸
引
と

に
分
け

て

集
計
し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
年

の
丸
高

つ
ま
り
魚

の
販
売
高

は
永
三
四
貫
九

四
五

文
、

そ
の
う
ち
村
、

つ
ま
り
久
料
村

の
平
右
衛
門
が
ほ
ぼ
半
分
を
買
付
け
、
残
り
の

半
分
を
江
梨
、
三
津
、
古
宇
、
馬
込

の
商
人
が
買

っ
て
い
た
。
村

の
平
右
衛
門

は
安

政
六
年

の

「
鰹
浜
丸
覚
帳
」

で
も
治
兵
衛

と
と
も
に

一
〇
〇
本

の
鰹
を
買
付
け

て
お

り
、
治
兵
衛

の
場
合

は
商
人

で
あ
る
こ
と
が
他

の
史
料

で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
平

右
衛
門
も
、

こ
の
天
保
七
年
を
見
る
と
商
人

で
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

永
三
四
貫
九
四
五
文

の
入
金

(販
売
高
)
に
対
し
、
支
出

の
合
計
は
永
二
〇
貫

一
八

四
文
、
総
販
売
高

の
五
七

・
七
五
%
で
あ

っ
た
。

そ
の
う
ち
御
分

一
と

ゑ
び
す
を
引

い
た

一
九
貫

四
四
六
文

一
分
が
前
節

で
明
ら
か
に
し
た

「
諸
色
引
」
と

「十
五
引
」しろ

の
分

で
、

そ

れ

は
総

販

売
高

、

つ
ま

り
丸
高

の
五
五

・
六

四

%

に
当

る
。

ま
た
、
代

計

算

の
基

礎

と

な

る

「
差

引

残

」

は

永

一
四
貫

七

六

一
文

で
、

そ
れ

は
丸

高

の
四

二

・
七

四
%

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ

で
、
「漁

方

勘
定

帳

」
の
御
分

一
を
差

引

い
た
部

分

が
諸

色
引

と
十

五
引

で

あ

る
。

そ

の
内

容

は
表

5

の
様

に

コ

四
軒

に
よ

っ
て
軒
割

さ
れ

た

「
か
け

二
割

」
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と

「卜
九
人
若
衆
か
け
」
と

コ

割
修
覆
金
」
、
更

に
若
衆
、
年
寄
、
下
男

に
対
す
る
払
金
、
御
神
祭
、
諸
寺

へ
の
払
金

で
あ

っ
た
。
若
衆

↓
六
人
、
年
寄
六
人
、
下
男
共

へ
の
払
は
天
保
七
年

「
浜
方
諸
払
帳
」

で
は
表

6
の
如
く
、
「手
間

の
覚
」
と
し

て
出

て
来

る
。
表

5
と
表

6
を
比
較
し

て
見

る
と
若
衆

一
六
人

へ
の
払

は
表
5

で
は
ヒ

ニ
○
○
文
、
表

6

で
は
二
四
〇
〇
文

と
な

っ
て
い
る
が
表

5
の
年
寄
以
下
六

人

の
二
四
〇
〇
文

は
表

6
で
は
甚
兵
衛
以
下
六
人

と
し
て

一
人
前

四
〇
〇
文
合
計

二
四
〇
〇
文
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
表
5

の
下
男
共

に
対
す

る
払
三
三
五
〇
文
は
表
6

の
権
ヒ
以
ド
八
人
、
喜
八
、
常
占
、
万
蔵
以
ド
七
人

へ
の
支
払
合
計
と

一
致
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
判

断
す

る
と
、
表
5

の
若
者
、
年
寄
、
下
男
共

に
対
す
る
払

は
立
網
漁

に
参
加

し
た
、

こ
の
者
達

へ
の
手
間
賃

で
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
が

で

き

る
。

つ
ま
り
、
代
割

さ
れ
る
配
分
金
と
は
別

に
、
立
網
漁

に
働

い
た
者

に
対
す
る
労
賃

が
支
払
れ

て
い
た

こ
と

に
な

る
。

こ
の
事
実

は
立
網
漁

の
漁
業
組
織

詩
津

兀
組
織

が
津
元
と
代
水
主
と
若
者
、
年
寄
、
下
男
、
子
供
等

の
手
間
取
り

に
よ

っ
て
編
成

さ
れ

て
い
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

こ
の
地
域

で
網
子
と
言
う
場
合
、
代
水
主

の
み
を
意
味
す
る
の
か
、
手
間
取
り
も
含
む
表
現
な

の
か
、

こ
れ
ま

で
の
研
究

で
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。
今
後

に
残

さ
れ
た
課
題

で
あ
る
。

三

史
料
に
現
れ
た
立
網
漁
の
諸
経
費

こ
の
地
域

の
立
網
漁

は
伊
豆
七
島

に
沿

っ
て
北
上
し
、
駿
河
湾

に
入

り
こ
の
地
域

の
海
岸

に
接
し

て
回
遊
し

て
き
た
魚
を
山
嶺

に
あ
る

魚
見
人

の
合
図

に
よ

っ
て
、
大
手
網

を
も

っ
て
血
切

り
、
諸
種

の
附
属
網
を
も

っ
て
岸
辺

に
曵
寄

せ
、
取
り
網
を
も

っ
て
捕
獲
す
る
漁
法

で
あ

る
。

そ
の
網
を
あ
ら
か
じ
め
仕
掛
け
る
漁
場

を
網
戸
、
網
戸
場
、
網
渡
場
と
書

っ
た
。
第

五
区
西
浦
地
区

の
場
合
は
六
区

の
内
浦
諸

村

の
様

に
袋
状

の
入
江
は
な
く
、
張
置
網
と
呼
ぶ
、
藁
製

の
網
を
掛
け

て
置
き
海
岸
線
と
海
岸
線

に
や
や
平
行

に
張

っ
た
張
置
網

の
口
を

魚
が
入
る
と
立
切
網

に
よ
り
塞
ぎ
、
附
属

の
す
く
い
網
を
使

っ
て
、
と
り
あ
げ

る
と
い
う
漁
法

で
あ

っ
た
。
『
静
岡
県
水
産
誌
』
巻
四
に
よ

る
と
、
「
久
料

.
足
保
小
区

の
漁
具
」
に
は

「
立
切
網

二
使
用

ス
ル
網
具

ハ
張
置
網

(長
凡
四
百
五
十
尋
)
二
張
、
大
手
網

(長
五
百
尋
浮
丈
三
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十
尋
)
一
.張
、
す
網

(長
四
ド日
尋
浮
丈
-
.十
尋
)
四
張

、
中

す
網

(長
百
:
十
尋
浮
丈
.
.十
尋
)
二
張
、
浮
網

(長
一.一百
尋
浮
丈
十
.
一尋
)
二
張

、
大

麻
網

(長
,
百
尋
浮
丈
.-.レ
尋
)
二
張

、
中

麻
網

(長
百
.
.十
尋
)
、
ま
き

網

(長
百
尋
浮
丈
十
尋
)
、
大

小
丈

網

(長
八
十
尋
浮
丈
六
尋
)、
中
小

丈

網

へ長
八
卜
尋
浮
丈
四
尋
)
.
.張

、
取

網

(長
.
.間
半
巾
、一、間
)

.
一張

等

ニ
シ

テ
」

と
記

さ

れ

て
い
る
。

こ
の
様

に
、

甑

網
漁

に
は
人
小

様

々
な
網

が

必

要

で
あ

り
、

と
く

に
張

置
網

は
藁
製

で
漁
期

中

は
張

置

く
も

の

で
、
毎

年
取

り
替

え

る

必
要

が
あ

っ
た
。

こ
う

し

た
漁

網

の
外

に
、

こ
の
網

を
仕

掛

け
、

魚

を
曵

寄

せ
、

す

く

い
あ

げ

る
た

め

に
は
漁
船

も
必
要

で
あ

っ
た
。

こ

う

し

た
漁

船

や
漁

具

の
製
作

、

修
覆

に
は
か
な

り

の
経
費

が
必
要

で
あ

っ
た

と
思

わ

れ

る
。

前
節

で
見

た
漁
方

勘
定

帳
類

の
支
出

、

諸
色

引

分

に
は

こ
れ

ら

の
経

費

は
出

て
こ
な

か

っ
た
。

こ
れ
ら

の
費

用

は

一
体

ど

の
位

の
も

の

で
あ

っ
た

の

で
あ

ろ

う

か
。

残

さ
れ

て

い
る
若

「

の
史

料

か
ら

見

る

こ
と

に
し

よ

う
。

久
料

村

に
は
慶
応

三

年

の

「
漁
方

修

覆
除

金

諸

彿
帳
」

と
題

す

る

融
冊

の
帳
簿

が
残

さ

れ

て
い
る
。

こ
の
史

料

は

慶
応

一.
夘
年

一
金

百
壱

両

三
歩

夘
年

除
金

一
同

、二
拾

八

両
弐

朱

同
修

覆

金

一
同

五
両

三
歩

ト

同
網
半

代

九

百

一二
拾

⊥ハ
文

、二
口〆

金
百
四
拾
五
両
弐
分
弐
朱

ト

九
百

三
卜
六
文

と
夘
年
除
金
、
修
覆
金
、
網
半
代
計
三

口
の
入
金
が
記
さ
れ
、
「
此
彿
方
」
と
し

て
、

そ
の
支
出
を
記
帳
し
た
も

の
で
あ
る
。
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表

7
は
・

そ
の
内
容
を
費
目
別

に
分
類
集
計
し
た
も

の
で
あ

る
。
入
金
合
計

は
金

に
直

し

一
四
五
両
三
分

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
七
〇

%
の

一
〇

一
両
三
分
が

こ
の
年

の
除
金
、

二
六
%
の
三
八
両

二
朱
が
修
覆
金
、
残
り
が
網
船
半
代

で
あ

っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
費
目

の
意
味

内
容

は
は

っ
き
り
し
な

い
が
、
こ
の
史
料
が

「夘
年
漁
方
修
覆
除
金
諸
彿
帳
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三

口
は
こ
の
年

の

「浜
丸
」
(水
揚
高
)

か
ら
船
及
び
漁
具
類

の
修
覆
引
当

て
金
と
し

て
除
か
れ
た
金

で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

次
節

で
検
討
す

る

「
立
漁
浦
法
井
徳
用
割
合
仕
形
書
上
帳
」

に

残

五

拾

五
本

内八
本

弐
分

h
厘

拾

.五
引

是

ハ
網
船

、

網

、
碇

、
修

覆

入

用

二
退
置

申

候

と
あ

り

「
十

五

引
」
と

し

て
網

船

、
網

、
碇

の
修

覆

入
用

が
除

か

れ

て

い
る
。

こ

の
史

料

は
め
じ

か
百
本

の
水

揚

が

あ

っ
た
と

仮
定

し

て
、

そ

の
配
分

、

分

一
の
計
算

の
方
法

と
比

率

を

定
め

た
も

の

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

こ
の
計
算

方

法

に
よ

っ
て

「
浜

丸
」

つ
ま

り
、
水

揚

高

か

ら
除

か
れ

た
修

覆
引

当

分

が
、

「
除

金

」

の
意

味

で
あ

る
と

考

え

る

の
が

妥
当

な
解

釈

で
あ

ろ
う
。

勿
論

、

こ
の
三

口

の
う
ち
、

「
同

修

覆
金

」

と

あ

る
三

八
両

二
朱

に

つ
い
て

は
右

の
解

釈

で
説

明

が

つ
く

が

「
夘

年

除

金
」
、

「
同

網
船

半

代
」

に

つ
い

て
は

「
十

五
引

」

に

含

ま
れ

て

い
る

の
か
、

別
途

に
用
意

さ

れ

た
も

の
な

の
か
、

「
網
船

半

代
」

と

あ

る
半
代

と

は
ど

の
様

な
意

味

な

の
か

は
は

っ
き

り
し

な

い
。

た
だ

こ
の
史

料

の
表
題

か

ら
考

え
、

漁

方
修

覆

の
引

当
金

で
あ

る

こ
と

は
間
違

い
な

い
と
言

え

よ

う
。

入
金

を

こ

の
様

に
考

え

得

る
と

す

る
と
、

漁
方

の
修
覆

引

当
金

を
支

出

し

た
内

訳

を
示

し

た

の
が
、

こ
の
諸

彿

帳

で
あ

り
、

表

7
は

そ

の
明

細

を
支
出

費

目

別

に
集
計

し
た

こ
と

に
な

る
。
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こ
の
様

に
漁
具
、
及
び
船

、
碇
等

の
修
覆
、

つ
ま
り
立
網
漁

の
生
産
手
段

の
維
持

に
支
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と

の
前
提

に
立

っ
て
支

出
を
見
る
と
、

こ
の
表
か
ら
い
く

つ
か

の
問
題
点
を
読
み
取
る

こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
年

に
は
引
当
金

け
収
入
よ
り
支
出

の
方

が
約

一
四
両
程
多

い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
際

に
修
覆

に
掛

っ
た
費
用
が
多

い
こ
と
を
意

味
し
な

い
。
即
ち
、

こ
の
年

に
実
際

に
漁
具
、
船
等

の
修
覆

に
掛

っ
た

の
は
、
縄
代
、
ろ
う
手
、
も
や
船

一
艘

で
、

そ
の
合
計

は
金

に
直

し
三
五
両

二
分

一
朱

で
あ

っ
た
。
も
や
船

一
艘
と
は
も
や
木
を
積
む
船
、

つ
ま
り
小
揚
船

一
艘
と

い
う
意
味

で
、
久
料

で
は
小
揚
船

は
漁

船

で
も
あ

っ
た
。
船
撃
代
、
手
間
小
払

も
生
産
手
段
維
持

の
費
用
と
し

て
加

え

て
も
支
出
合
計

の
二
一一丁

二
%
、
三
七
両

一
分

}
朱

に
過

ぎ
な

い
。

表8久 料村の漁獲高の変遷

料

定 日記」

一改取立帳」

方分一取立帳」

帳」

帳」

漁 獲 丁 史

享保14年

1雛1
墜竺璽 ⊥__

文

91,91?

62,142

119,165

219.2$5

×02,ass
1

「立猟諸勘

「諸色御分

「久料村浜

「漁方勘定

「鰹浜丸覚

作表に当り、その年の貨幣相場で銭に換算 した。

 

備

し
か
し
、

三
七
両

一
分

{
朱
と
い
う
金
額

は
、
例

え
ば
、

こ
の
村

の
漁
獲
高

の
変
遷
を
示
す
表

8
で

最
も
多

い
安
政
六
年
と
比

べ
て
見
る
と
、

こ
の
年

の
三
七
両
余

の
支
出
を
銭

に
直
す
と
二
五
九
貫
文
余

と
な
り
、
安
政
六
年
の
漁
獲
高
八
〇

.
一貫
文
余

の
三
二
%

に
相
当
す
る
。

こ
の
よ
う

に
、
三
七
両
余

の

修
覆
費
等

の
支
出

は
必
ず
し
も
少
な

い
額
と

は
言
え
な

い
で
あ

ろ
う
。
立
網
漁

は
漁
獲
高

に
く
ら

べ
、

か
な
り
生
産
手
段

の
維
持
費

が
か
か
る
生
業

で
あ

っ
た
と
言

え
る
。

次

に
酒

.
酢

.
醤
油
等
網
子
達

へ
の
飲
食
費

と
神
事
祭
礼
費

に
二

一
両
三
分

一
朱
が
支
出
さ
れ

て
い

る
。

こ
れ
は
先

に
述

べ
た
よ
う
に
、
漁
方
勘
定

の
な
か

で
も
見
ら
れ

る
支
出
項
目

で
あ
る
。

し
た
が

っ

て
、

こ
こ
で
の
酒
手

や
神
事
祭
礼

入
用
は
漁
方
勘
定
の
な
か
に
あ
る
同
種

の
支
出
と
は
性
格

が
異

っ
た

も

の
で
あ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
。

い
ず
れ

に
し

て
も
、
引
当
金

に
対

し
て
修
覆
金

の
支
出
が
少
な

い

た
め

に
支
出
ざ
れ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

と

こ
ろ
で
総
支
出

の
内
、
最
も
多

い
の
は
、
総
支
出

の
五
二
%

に
当

る
八
三
両

一
朱

の
支
出
を
見
た
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貸

金

で
あ

る
。

こ

の
う

ち
村
商

人

治

兵
衛

に
対
す

る
貸

金

は
、
「
仕
切

金

不

足
」

で
あ

る
か

ら
本

来

の
貸

付
金

で
は
な

い
。
治

兵
衛

は

こ

の

表

に
よ

る

と
八
両

一
分

の
酢

・
醤

油

と

三
分

の
ろ
う

そ

く
を
売

っ
て

い
た
。

治
兵
衛

は
前
節

で
明

ら
か

な

よ
う

に
鰹
、

め
じ

か

の

「
浜
丸

覚
帳

」

で
も
久

料
村

の
漁
獲

物

を
最

も

多

く
買

い
取

っ
て
い
る
商

人

で
も
あ

っ
た
。

と

こ
ろ

で
貸

金

は
村

の
市

兵

衛

に
五
六

両

三
分

一
朱

と
多

額

に
貸

付

け

ら
れ

、

そ

の
外

、

足
保

村

の
清

吉

に
.
一両

二
分

二
朱
、

立
保

村

の
兵

右
衛

門

に
は

一
五
両

も
貸

付

け
ら

れ

て

い
る
。

市

兵

衛

の
場
合

は

「
寅

ヨ
リ
夘

マ
デ
貸

金

元
利

」

で
あ

り

二
年
間

に
貸

付

ら

れ
た
も

の

で
あ

る
か

ら
、
年

平
均

、
一八

両
程

で
あ

っ
た
。

こ
う

し
た

貸
付

金

の
利
足

が
ど

の
程

度

の
も

の

で
あ

っ
た
か

は
、

こ

こ

で
は
解

ら
な

い
。

い
ず

れ

に
し

て
も
、

修

覆
引

当
金

の
残

金

が

貸

金

に
廻

さ

れ
、

し
か

も

こ
の
帳

簿

の
な
か

で
処

理

さ

れ

て

い
る

こ
と

は
、

修

覆

除
金

11
引

当
金

が

こ

こ
で
は
別
会

計

と

し

て
あ

つ
か

わ

れ

て

い
た

こ
と
を
意

味

す

る
。

す

で
に
指
摘
し
た
よ
飽

・

こ
の
村

の
立
網
漁
は
漁
具
も
村
有

で
あ
り
、
経
営
も
ま
た
村

霊

ハ同
経
営

で
あ

.
た
。
し
た
が

.
て
、
修

覆
引
当
金

を
別
会
計
と
し

て
取
り
扱
か
う
仕
様

は
、

こ
の
村

の
津
元
経
営

の
共
同
体
的
実
態

の
帳
簿
上

の
表
現
で
あ
る
と
見

る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

こ
の
帳
簿

の
記
帳
者

で
あ
る
津
元
は
立
網
漁

の
個
別
経
営
者

11
網
元

で
は
な
く
、
立
網
漁

の
止
ハ同
体
的
経
営

の
管
理
者

で
あ

っ

た
。と

も
あ
れ
以
上

二

つ
の
史
料
か
ら
立
網
漁

に
は
生
産
手
段

の
維
持
管
理

に
か
な
り

の
費
用
が
か
か
る

こ
と
を
知
り
得

た
。
次

に
多
額

の

費
用
が
か
か
る
と
予
想

さ
れ
る
漁
船

の
建
造
費

に

つ
い
て
見
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　
ほ

　

表

9
は
文
政

一
二
年

の

「
網
船
入
用
勘
定
帳
」
を
整
理
集
計
し
、
網
船

一
艘

の
建
造
費

の
内
訳
を
見
た
も
の
で
あ

る
。
す

で
に
別
稿

に

お
い
て
明
ら
か
に
し
た
様

に
、
村
差
出
帳

や
船
数
書
上
帳
を
見

て
も
、

こ
の
村

に
は
廻
船

は
な
く
、
わ
ず
か

に
、
一～
三
艘

の
も
や
木
を
沼

津

に
運
ぶ
小
揚
船
と
役
を
免
除

さ
れ
た
二
～
三
艘

の
小
乗
船
が
あ
る
の
み

で
あ

っ
た
。
小
乗
船

は
漁
業
や
耕
作
船
と
し
て
肥
料

の
運
搬

に
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表9文 政12年 網船一艘の建造費

分 類 支 出 項 目 支 出 額

如 両

3

作

原 料

料

代

古宇木挽3人 分
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1.0.0
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飯米8俵 1,72Q 1
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ひ もろ.
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1,5DO

鉄2箇
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C)CC
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両3}渠 丁一一…

)は%

丁癩 ラ蕎計
X

:坦一蜘 一

造 船 費 用 合 計

1.3.2:2881

2,54捌
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goo

2003.1。2

f

船 おろ し祝いま 舟 おろし米1俵

舟 おろし大工祝

ちような ヴ酒代

ちような立祝

酒1樽

半紙4状

さかな

見よ し

酢代

なす

醤油

さか うめ ・切 こぶ

1酒4升

幽6把
総

一 一一十一騨嘲 噂一 一 一一一卑

0.2.2

一
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L一
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lO61
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200

5,030}

64}1

且ooi

1,,300;

X50

goo
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zoo?

50

s4

1001
_」

6,80829,083(45.fi3))
　}一 じ ← 　 一 一 『一{一 …　一』

料

考

史

備

LL2

(77.fi4)

-9'29撃 二廻'00)

IL _一_L__ 一

文政12年 「網船 入用勘定帳 」

銭相場 金1両6,600文

9、2.2

9,34
1$359 .22.36

18,610182,102(100)

ヨ
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使

わ
れ
・

そ
れ
故

に
役
を
免
除
さ
れ
て
い
た
。
小
揚
船
も
漁
期

に
は
漁
船

に
使

わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
地
域

の
漁
船

は
三
尋

か
ら
四
尋

の
い
わ
ゆ
る
伝
馬
型

紬

で
あ
る
・

例
,え
ば
土
肥

の
寛
政
四
年
、

「
廻
船
漁
船
小
揚
船
書
上
帳
下
書
」

に
よ
る
と
、

}、
の
年

に

あ

っ
た
七
艘

の
漁
船

は
長
さ
三
尋
三
尺

の

一
艘
を
除
き
全

て
長
さ
三
尋

二
尺

で
あ

っ
た
。
小
揚
船

は
長

さ
三
尋

四
尺
、
ほ
と
ん
ど
漁
船
と

大
き
さ

に
変
り
は
な
く
、
役
永
も
、
漁
船
、
小
揚
船
と
も

に

一
尋
三
〇
文

で
あ

っ
た
。
役
永

は
年

に
よ
り
多
少

の
違

い
が
あ
り
、

ま
た
年

代
不
詳

の
土
肥

の
関
家
文
書

に
よ
る
と
船

の
大
き
さ

は
漁
船

は
三
尋

二
尺

で
あ

っ
た
が
小
揚
船

は
三
尋
三
尺

で

一
尺
小
揚
船
が
大
き

い

が
・
大
差
は
な
い
。

こ
の
年

に
は
漁
船

の
役
永

は

}
尋
永

三
〇
文

で
あ

っ
た
の
に
対
し
小
揚
船

の
場
合

は
永

三
三
文
と
三
文
高
く
な

っ
て

い
る
。

こ
の
様

に
・
漁
船
と
小
揚
船

に
は
多
少

の
違

い
は
あ
る
が
ほ
ぼ
三
尋
か
ら
四
尋

の
い
わ
ゆ
る
伝
馬
型

の
船

で
あ
る

こ
と

に
は
変

り

が
な

い
。
久
料
村

の
延
享

四
年

の

「
船
改
書
上
帳
」

に
よ
る
と
、

こ
の
年
二
艘

の
小
揚
船
が
あ

っ
た
が
、

そ
の
内

一
艘

は
四
尋
五
寸
、

一

艘

は
三
尋
三
尺

で
あ

っ
た
。
久
料
村

で
も
、
漁
船
、
小
揚
船

の
大
き

さ
は
長
さ
三
尋
か
ら
四
尋

で
あ

っ
た
と
見

て
良

い
で
あ
ろ
う
。

し
た

が

っ
て
、
「網
船
入
用
勘
定
帳
」
の
網
船
も
三
尋
～
四
尋

の
伝
馬
型

の
船

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
年

に
は
網
船
が
建
造

さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
差
出
帳
や
船
数
帳

に
網
船

・
漁
船
が
無

い
と
書
か
れ

て
も
、
そ
れ

は
網
船

.
漁
船
が
無

い
と
言
う
意
味

で
は
な
く
、

こ
の
村

で
は
立
網
漁

以
外
は
生
業

と
し

て
の
漁
業
が
行
わ
れ

て
い
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
漁
船
と
し
て
実
動
す
る
の
は
前
述

の
よ
う
に
年

四

・
五
日
で
、
大
部
分

は
も
や
木

の
運
搬

に
使
用
さ
れ

て
い
た
た
め
、
小
揚
船
と
し

て
登
録
さ
れ

て
い
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
網

船

一
艘

の
建
造
費

は
小
揚
船

一
艘

の
建
造
費

を
意
味

し
て
い
る
。

さ

て
、
表

9
か
ら
建
造
費

の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
総
計
九
両

二
分

二
朱

と

一
八
貫
六

一
〇
文

の
建
造
費
は
八
両

一
分

と
九
貫

二
九
六

文

の
造
船
費

用
と

一
両

一
分

二
朱
と
九
貫

三

一
四
文

の
船
お
ろ
し
祝

い
の
費

用

に
大
別

さ
れ

る
。
総
計

に
対
す

る
比
率

は
造
船
費
が
七

七

・
六
四
%
、
「
船
お
ろ
し
祝

い
払
」
が
二
二

・
三
六
%

で
あ

っ
た
。
船
お
ろ
し
の
祝
費

に
は

「
ち
よ
う
な
立
」
の
祝
費
も
含
ま
れ

て
お
り
、

こ
う
し
た
儀
礼
費

と
し

て
総
建
造
費

の
二
割
強
、
造
船
費
用

の
三
割

に
も
当

る
費
用
が
支
払
れ

て
い
る

こ
と
は
海
民
達

の
海

に
対
す
る
恐
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れ
、

信

仰

の
強

さ
を

示

す
も

の

で
あ

ろ

う
。

造
船
費

用
は
原
料
代

と
木
挽
、
鍛
冶
、
船
杢

の
手
間
と
そ

の
飯
米
を
加

え
た
作

料

に
分
け
・b
れ
・
原
料
費

は
造
讐

用
合
計

の
四

五

.
六
三
%
で
作
料

の
方
が
五
四

.
三
七
%
と

罰

程
多

い
。
飯
米
を
除

い
た
手
間
賃

は
三
六

・
西

%
・
銭

に
直
し

三

三
貫

四
。
文

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ

で
作
料
を
見
る
と
ヒ
ロ
宇
村

の
本
挽

三
人
と
江
梨

の
鍛
冶
屋
と
久
連

の
船
人
工

に
よ

っ
て
漁
船

の
建
造
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
}」

と
が
解

る
。
延

べ
労
働
人
数

で
見

る
と
杢

が
六
九
人
と
総
労
働
人
数

=

八
人
半

の
五
八

・
二
二
%
を
占
め
・
次
い
で
事

の
一犬

の

木
挽

の
伸

べ
労
働
人
数

が
三
五
人
半
と

二
九

.
五
三
%
を
占
め

て
い
た
。
原
料

で
あ
る
板
材
は
・
堅
木

の
ひ
も

ろ
や
か

い
こ
板
を
除
い

て

木
挽
を
傭

い
山
か
、b
伐
出

し
製
材
し

て
い
た

こ
と
奈

し

て
い
る
。

そ
の
意
味

で
は
原
料
代
と
作
料

は
完
全

に
は
区
別
出
来
ず
・

そ
の
こ

と
が
当
時

の
漁
船
建
造

の
あ
り
様
を
示
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
鉄

・
銅

・
炭

は
原
料
代

に
含
ま
れ
・

そ
れ
は
鍛
冶
が
原
料
を
持

っ

て
来

る
の
で
は
夢

、
ふ
い
一」
と
鍛
冶
具
だ
け
を
持

っ
て
手
間
賃

を
取

る
職

で
あ

っ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
・

以
上
、
慶
癒
三
年

の

「
勢

修
爆

金
諸
罐

」
と
文
政

三

年

の

網

船
入
用
勘
定
帳
L
を
使

っ
て
・
漁
具
並
び
に
漁
船

(小
揚
船
)

の
製
造
、
維
持
費

に

つ
い
て
検
討
し

て
き
た
。

そ
の
結
果
、
漁
業
と

い
う
箋

は
生
産

手
段

の
維
持

に
か
な
り

の
費
用
が
か
か
る

こ
と
を

知

る

,」
と
が

で
き
た
。

そ
し

て
、

そ
の
}し
と
が
、
汐
早

で
波
巖

を

、
巨
岩
大
石
が
海
岸
か
ら
沖
ま

で
続
く
・
必
ず
し
も
漁
罎

境

に

め
ぐ
ま
れ
な

い
、

▼、
の
村

に
お
い
て
、
黒
潮

に
乗

.
て
回
遊
し

そ

る
、
そ
の
意
味

で
は
季
節
性

の
強

い
鮪
・
鰹

め
じ
か
等

を
立
切
網

漁
法

の
み

に
よ

.
て
餐

す

蚤

、
の
村

の
肇

を
網
戸
場

の
権
利
も
、
漁
具
も
村
有

と
す

る
共
同
性

の
強

い
・

い
わ
ば
丘
ハ同
体
肇

と
も

呼
び
得

る
性
格

に
し
た
の

で
あ

う

つ
.
次

に
、

こ
の
点
を

「
立
鵜

法
憲

用
割
合
仕
形
書
上
帳
」
等
を
使

っ
て
検
討
す
る
こ
と

に
し
よ

う

。
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四

久
料
村
に
お
け
る
立
漁
浦
法
井
徳
用
割

「
久
料
足
保

の
二
小
区

ハ
併
合

シ
テ
、

漁

場

漁

業

ヲ
営

ム
、
魯

ハ
モ
亦
二
小
区

ノ
共
有
物

ナ
リ
」

右

の
史
料

は

『
静
岡
県
水
奮
塵

巻

四
の
五
頁
、
「
久
料
、
足
保
小
区

ノ
魯

ハ」

の
臼目
頭

の

扁

で
あ
る
.
『
静
岡
県
水
産
誌
』

の
調
査

は
明
治
三

年
か
高

二
四
年

に
か

け
て
お

こ
な
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
明
治
二
三
年

に
は
久
料
、
足
保
は
併
A
口
し

;

の
網
戸
場

で
肇

を
葺

・
し
か
も
魯

パ
も
共
有
す
る
、

・
」村

の
共
同
経
営

で
あ

っ
た
.

7し
・つ
し
た
状
況
は
す

で
に
江
一戸
時
代

に
も
存
在
し
、

稲

戸
場

で
二
村

の
津
・兀
が
交
替

で
煮

を
お

}」
な

っ
て
い
た
.
し
か
し
漁
具
は
す

で
に
見
た
様

に
そ
れ
ぞ
れ

の
津
.兀
を
管
響

と
し
た
村
有

で
あ

っ
た
・
本
節

で
検
討
を
加

え
よ
う
と
す
る

「
漁

痩

誌

用
割
A
・
仕
髪

n上
帳
」
裏

紙

に

「
豆
碧

沢
郡
久
料
村
足
保
村
」
と

あ

る
よ
う

に
、

こ
の
二
村

の
立

網
漁

の
浦
法

と
徳

用

割
合

を

記

し

た
も

の
で
あ

っ
た
。

こ

の
綴

は

「
徳

用
割
合

仕

形
」

の
書

上
帳

と

「
久

料

村
足

保
村

U
圭

・
」

を

ま

と
め

た
部
分

か
・り
な

っ
て

い
る
.

な

お
、

}」
の
史

料

は
寛
延

三

午

年

の
も

の

で
あ

る
・

ま
ず

、

「
久
料

村

足
保

村

・
壽

」

の
部

分

か

ーり
検
討

す

る

▽」
と

に
し

よ
.つ
。

こ
の

百

上
書
」
は
寛
延
三
年
に
山
本
平
八
郎
様
三
嶋
御
役
所
か
ら
久
料
村
足
保
村
両
村
に
対
し

「両
村
魚
漁
浦
法
仕
来
之
趣
」
に
つ

い

て
の
御

尋

が

あ

り
・

そ

の
質
問

に
対

し
久
料

村

、
足
保

村

両
村

の
名
窪

、兀
、
組
頭

、
百

姓

代
、
網

子

(惣
)
代
が
、
質

問
事

項

に
沿

.

て
書

き

綴

っ
た

口
上

書

で
あ

る
。

即

ち
、

こ
の

口
上
書

の
末

尾

は

右
者
両
村
魚
漁
浦
法
仕
来
之
趣
萎

細
御
尋
二
付
里

候
所
、
少
茂
相
違
無
御
座
候
、
勿
論
右
之
外
二
者
両
村
魚
漁
之
。窃

無
御
座

候
・
若
御
尋
之
儀
共
少
茂
相
違
之
儀
申
上
候

ハ
～
、

何
分
之
儀

も
可
被
仰
付
候
、
以
上

と
記

さ
れ

て

い
る
。

そ

の
質

問
事

項

は
七
項
目

か

ら

な

り
、
第

一
項

は

一
私
共
弐
ケ
村
魚
漁
井
浦

法
迂

鯉

貝
分

蓬

上
等
訳
其
外
津
.兀
網
子
鰭

製

口等
之
仕
形
、
共
萎

細
御
尋
痴

座
候
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と
、
久
料

.
足
保
両
村

の
魚
漁
、
浦
法
、
御
年
貢
、
分

蓮

L
、

お
よ
び
津
元
網
子

の
徳
用
割
な
ど
、
漁
業

の
内
容
か
ら
年
貢
運
上
・
更

に
漁
獲
物

の
津
元
と
網
子
と

の
間

の
配
分
方
法
ま

で
、
漁
業
全
般

に

つ
い
て
問

い
た
だ
し
た
も

の
で
あ
る
。

次

い
で
二
項
目

で
は

「
右
網

戸
場
之
儀
者
津
元
之
者
支
配
仕
来
候
哉
井

二
津

兀
株
増
減
仕
儀
有
之
哉
」
と
網

戸
場

の
支
配
と
津
元
株

の

増
減

に

つ
い
て
問

つ
て
い
る
。
三
項
目

で
は

「煮

道

具
輩

修
覆
等
之
儀
」
に

つ
き
尋
ね
、
四
項

で
は

「
魚
見
其
外
人
数
・
給
分

の
儀
」
・

つ
ま
り
立
網
漁

の
労
働
編
成
と
給
分

に

つ
い
て
質
問
し

て
い
る
。
五
項

で
は

「
蹉
漁
其
外
浦
方

二
付
、
御
年
貢
、
分

一
運
上
等
」

に

つ
い

て
尋
ね
、
六
項
目
に
は

「
右
立
漁
徳
用
割
合
」

に

つ
い

て
、
最
後

に

「
右
弐

ケ
村
共
、
右
凱
漁
之
外
釣
漁
井

二
鰯
漁
」

な
ど
が
無

い
か
を

問

い
た
だ
し

て
い
る
。

右

の
七
項
目

の
質
問

に
対
し
、
久
料
村
、
足
保
村

の
津
元
名
主
以
下
が
逐

一
解
答
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
解
答
を
も
と
に
久
料
村
、

足
保
村

の
漁
業

の
状
況
に

つ
い
て
素
描
を
試

み
る
こ
と

に
し
た
い
。

こ
の
二
村

の
漁
業

は

「
弐
ケ
村
之
儀
者
立
漁
斗
仕
候
村
方

二
而

外
漁

ハ

一
切
不
仕
候
」

(
一
項
)
と
立
網
漁

の
み
を
行

う
村

で
あ
り
、
更

に
最
後

の
質
問

に
対
し

て
も

「
釣
漁
之
儀
者
仕
当

一一
合
不
申
候
故
、
前

々
よ
り

一
切
不
仕
候
、
鰯
漁
之
儀
、
是
又
仕
来
不
申
候
故
・
網
等

も
所
持
不
仕
、

一
向
右
漁
仕
候
儀
無
御
座
候
」
と
、
釣
漁
も
、
鰯
漁
も
行
わ
ず
、

そ
れ
故

に
網
も
所
持
し

て
い
な
い
と
解
答
し

て
い
る
。

こ
の
様

に
こ
の
、
一村

は
立
網
漁

の
み
を
お

こ
な
う
村

で
あ

っ
た
。

こ
の
唯

一
の
漁
業

で
あ
る
蹉
網
漁
も

「網

戸
場
壱

ケ
所

つ
＼
有
之
候

へ
共
、
魚
付
悪
敷
御
座
候
故
、
人
漁
仕
候
義
、
無
御
座
候
」
状
態

で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
「
津
元
之
儀
も
碇
と
究

り
候

と
申
儀
者
無
之
、
名
主
役
仕
候

も
の
津

兀
仕
候
」
と
名
セ
を
勤
め

る
者
が
津
元
を
勤
め

て
い
た
。
津
.兀
が
名
t
を
勤
め
る

の
で
は
な
く
、
名
主

が
津
元
を
勤

め
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
津
、兀
は
よ
く
漁
村

で
見
ら
れ
る
網

兀
の

様

に
、
私
的
漁
業
経
営
者

で
は
な
く
、
共
同
体
的
漁
業

の
責
任
者
、
管
理
者

に
過
ぎ
な

い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
「
当
時
両
村
共

二
名
主

壱
人

つ
＼
津

元
仕
罷
有
候
」
、
と
両
村

に
は

一
人
つ

つ
津
.兀
が
居
た
。

そ
の
津
元
は
、
「
代

々
名
宅
佳
候
故
、
津

兀
も
仕
来
申
候
得
共
、
此
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上
名
主
相
賛

候

へ
者
・
後
役

へ
津
元
も
相
渡
候
村
法

一面

座
候
L

と
あ
る
様

に
、
名
主

で
あ
る
か
・り
津
元
を
勤
め
る
の
で
あ
り
、
名
主

が
替

れ
ば
・
交
替
し
た
名
主

に
津
元
を
引
継
ぐ

の
が
村
法
だ
と
言
う

の
で
あ
る
。
ま
た
網
子
も

「
村
害

姓
不
残
網
モ

梧

成
立
漁
仕
来

候

」

と
村

中

の
百
姓

全

て
が
網

子

と

し

て
立

網

漁

に
従

が

う
、
津

元

口
名

主

、
網

子

"
百

姓

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

し

た
が

っ
て
・
網

戸
場

も

網

戸

場
之

儀

も
津

、兀
支

配

と
申

二
も
無

御
座

、

津

.兀
、

網
子

一
統

支

配
之

網
戸

」

で
あ

っ
た
。
当

然

、
津

元
株
も

「
前

々
6
増
減
不
仕
、
壱
村
壱
津
元

つ
、
立
来
申
候
」
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
様

に
・

こ
の
両
村

の
津

兀
は
本
来
漁
業
経
営
者

で
は
な
く
、
名
主

で
あ

る
が
故

に
津
元
を
勤
め
る
の
で
あ
り
、
当
然
立
網
漁

の
道

具
も
津
元
と
し
て
個
人

で
所
有
す
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
。

こ
の
点

に

つ
い
て
、
久
料
村

.
足
保
村

の
名
主
は
次

の
様

に
答

え
て
い
る
。

一
右
魚
漁
道
具
仕
立
修
覆
等
之
儀
、
御
尋

二
御
座
候

此
段
両
村
共

二
煮

網
、
船
壱
組

ツ
～
、
其
外
小
立
網
、
取
網
所
持
仕
候
、
右
笠

、
修
覆
共

濠

元
、
網
子
同
用

二
出
金

い
た

し
候

て
、
右
漁
道
具
所
持
仕
来
申
候
、
尤
右
之
外

ニ

ハ
漁
道
具

ハ
無
御
座
候

両
村
共

に
立
漁

(切
)
網
及
び
小
立
網
、
取
網
を

頼

と
網
船
を
持

ち
、
そ
の
製
作
費

と
修
善
費

は
津
元
と
網
子
が
同
じ
様

に
出
金

し
負

担

し
て
い
た
の
で
あ
る
・

つ
ま
り
、
立
網
漁

に
使

う
生
産
手
段

は
村
有

で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
津
元
名
主
を
含

め
た
網
子

葱

百
姓
が
平

等

に
負
担

す

る
と

い
う

も

の
で
あ

っ
た
。
但

し
、
「立

漁

の
節

乗

ル
小

船
土
ハ
ハ
網

子
津

元
勝

手
次

第
所

持

」
す

る
も

の

で
あ

.
た
。

}し
の
小

船

が

「
船

数
改

帳
」

に
あ

る
小

乗
船

で
あ

っ
た

と
思

わ

れ

る
。

立
網
漁

に
は
山
嶺

の
魚
見
台

に
立

っ
て
、
魚
群

の
動
き
を
襲

し
、
網
を
入
れ
る
A
口
図
か
,り
魚
を
採
り
込
む
ま
で
、
立
網
漁

の
指
揮
を

と
る
・
地
曵
網

で
は
沖
合

に
当

る
見
祢
、

そ
の
合
図

に
よ

っ
て
、
小
船

に
乗

り
、
積

み
込
ん
だ
大
石
を
お
も
り
と
し
て
立
切
網

繕

び
、

あ
ら
か
じ
め
空
中

に
張

っ
て
お
い
た
立
切
網
を
海
中

に
お
ろ
す

「
い
や
結
」
、
網
船
を
操

つ
る

「
船
馨

と
呼
ば
れ
る
船
頭
な
ど
が
必
要

で

あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
共
同
作
業

に
よ

っ
て
立
網
漁
は
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
勿
論
、
立
網
漁
は
立
切
網
を
お
ろ
す
漁
夫
ば
か
り

で
な
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く
、
大
小

の
寄

せ
網

に
よ
り
、
立
切
網

に
よ

っ
て
退
路
を

ふ
さ
が
れ
た
魚
を
岸
辺

に
寄
せ
集
め
、
取
網

に
よ
り
・
す
く

い
あ
げ
・
あ
る
い

は
海
岸

に
引
き
あ
げ
る
働
き
手
が
必
要

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
作
業

は
村
中
総
出

の
仕
事

で
あ
り
、
そ
の
仕
事

に
対
し

て
支
払
れ

る
対
価

が
勘
定
帳

に
見
ら
れ
る
手
間
賃

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
手
間
稼

の
者
達

は
鮪
を
輪
切

に
し
、
塩
づ
け
に
し
て
桶
・
樽

に
詰
め

た
り
、
鰹
を
樽
づ
め

に
す
る
荷
造
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
久
料
村

や
足
保
村

の
よ
う
に
家
数
も

一
四
、
五
軒
と
少
な
い
村

で
は
・
立
網
漁

は
村
中
総
出

の
作
業

で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
村
が
漁
獲
量
は
少

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
す

で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
村

の
経
済

全
体

の
中

で
は
漁
業

の
も

つ
比
率
が
低

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治

;

二
、
四
年

の
調
査

(『静
岡
県
水
産
誌
』
)
で
も
家
数

に
対
す
る
漁
家

戸
数

の
比
率
が

一
〇
〇
%

に
な

っ
て
い
る
、

一
〇
〇
%
の
意
味
内
容

で
あ

ろ
う
。

こ
の
立
網
漁

の
労
働
編
成

に

つ
い
て
も
質

問
が
あ
り
、
次

の
様

に
答
え

て
い
る
。

一
立
漁

二
付
魚
見
其
外
人
数
給
分
之
儀
御
尋

エ
御
座
候

此
儀
壱
村

二
見
祢
壱
人
、
船
撃
三
人
、
い
や
結
壱
人
御
座
候

て
、
見
祢

は
魚
見
仕
候
、
船
撃

は
右
網
船
世
話
仕
候
船
頭

二
御
座
候
、

い
や
結
者
網
之
を
も
り
石
を
附
候
も

の
二
御
座
候

て
、
右
之
も

の
共
何
連
も
網
子
之
内
6
見
合
候

て
銘

々
相
勤

申

候
、
給

分

之

儀
者

一
同
代
割
取
候
外

二
水
引
之
内
相
渡
申
候
、
委
細
徳
用
割
合
書
附
相
記
申
候

こ
の
記
述

に
よ
る
と
、

こ
の
村

に
は
魚
見
を
す

る
見
祢
が

一
人
、
網
船
を
世
話
す

る
船
撃
と
呼
ば
れ
る
船
頭
が
三
人
、
網

の
を
も
り
を

附

け
る
い
や
結

が

一
人
居
た

こ
と

に
な

る
。
船
頭
は
普
通
は

一
船

に

一
人
乗

る
の
で
あ
る
か
ら
三
艘

の
網
船
が
あ

っ
た

こ
と

に
な

る
。

こ

こ
か
ら
考
え

て
も

「
船
数
改
帳
」

や

「
差
出
帳
」

に
見
ら
れ
る
小
揚
船

は
立
漁
期

に
は
網
船
と
し

て
使

わ
れ
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

と

こ
ろ

で
、

こ
の
記
述

に
よ
る
と
、
見
祢
を
は
じ
め
船
頭
、

い
や
結

は
網
子

の
者

の
な
か
か
ら
見
合

っ
た
者
を
選
び
、
そ
の
給
分

は
、

代
割

に
よ
る
配
分
金

と
水
引
と
し

て
差
引

い
た
分
か
ら

の
渡
金

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ

て
い
た
こ
と
が
解
る
。

つ
ま
り
、
先

に
検
討
し
た
勘

定
帳

の
引
分

の
中

に
は
代
水
主

の
給
分
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
勘
定
帳

の
分
析

で
は
、

そ
の
点
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
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た
。

そ

の
際

「
手

間
覚

」

で
、

若

衆
、

老
人

、

F
供

へ
支
払

れ

て

い
る
部

分

は
代
割

を
取

る
代

水

主

で
は
な
く
、

手

間

と

し

て
岡
働

、

手

伝
働

を

し

た
者

に
対

す

る
給

分

で
あ

る
と
基
本

的

に
は
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

勿
論

}」
・つ
し

た
点

を
調

査
検

討

す

る

▼し
と
も
A
コ
後

に
残

さ
れ

た
重
要

な

課
題

で
あ

る

こ
と

は
.、、.口
う

ま

で
も
な

い
。

立

網
漁

に
対

す

る
年

貢

運
上

は

「
此

儀
肱

漁

三
分

一
上
納

仕

来
申

候

、
右
之

外

上

納
無

御
座

候

」

と
三

分

一
運
上

以
外

に

は
掛

る

こ
と

は
な

か

っ
た
。
こ

の
地
域

で
は
立

網

漁

の
場
合

は
三
分

一
、
釣

漁

や
鰯
漁

に

つ
い

て
は
ト
分

一
の
運
上

が
掛

っ
た

が
、
こ

の
答

申

で
は

「
釣

漁
之

儀

者
仕

当

二
合
不

申

候
故

、

前

々
6

一
切
不

仕

候
、

鰯

漁
之

儀
是

又

仕
来

不

申
候

、
網

等

も
所

持

不
仕
、

一
向
右

漁
仕

候

儀
無

御
座

候
」

と
解

答

し

て

い
る
。

こ

の
両

村

に
は
釣

漁

も
鰯

漁

も
、

そ

の
為

の
漁

網

も

一
切

な

く
、
蹉

網
漁

の
み
を

行

う
村

で
あ

る

こ
と

が
最
後

に
確

認

さ

れ

て
い
る
。

そ

の
立
網

漁

の
徳

用
割

に

つ
い

て
は
別
紙

,
立

漁
浦

法
井

徳

用
割

合
仕

形
書

L
帳
」

に
に
ま
と

め

ら
れ
提
出

さ
れ

て
い
る
。

次

に
津

元
、

網

子

の
徳

用
割

合

に

つ
い
て
検
討

す

る

こ
と

に
し

よ
う
。

徳

用
割
合

、

つ
ま

り
津

.兀
網
子

の
漁
獲

物

の
配

分

は

一
め

し
か

百
本

水
揚

但

シ
網
船

壱

組
割

合

左
之

通

リ
御

座
候

と

一
組

の
網

船

が
百

本

の
め
し

か
を
水

揚

し

た
場
合

の
め

し

か

の
本

数

を

も

っ
て
配
分
割

合

を
示

し

た
も

の
で
あ

る
。

実

際

に
は
前

節
、

例

え
ば
勘
定

帳

で
明

ら
か

な
様

に
漁

獲

物
を

入
札

に
よ

っ
て
販

売

し

た
貨
幣

に
よ

っ
て
分

配

さ

れ

た
。

右

の
史

料

を
整

理
し
、

そ

の
配

分

と
勘

定

の
仕

方

を

示

し

た

の
が
表

10
、

表

11

で
あ

る
。

ま

ず
表

11
を

見

る
と

、

四
五
本

引

、

つ
ま

り

四
五

%

の
水
引

と
、

四
五
本

の
水

引

を
引

い
た
残

り

五
五
本

の
ト

五

%

に
当

る
ト

五
引
、

更

に
水
引

と
十

五

引

を
差
引

い
た
残

り

の
.二
分

一
が

運
上

と

し

て
差
引

か
れ
、

水
引

、
十

五

引
、

三
分

一
運
上

を
差

引

い
た
分

が
津
元

、
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網

子

の
取

り
分

と
な

っ
て
い
る
。
表

10
を
見

る
と
水

引

の
内

容

は
立

網

漁

に
当

っ
て
、

神

社

へ
奉

納

す

る
初
尾

三
本

を

は

じ
め
、
立

網

漁

の
際

に
お

こ
な

う
祝

い
分

か
ら

な

る
儀

礼
、

祝

分

・
立

網
漁

に
従
事

す

る
者

に
対

す

る
手

間

、
給

分

.
網

の
修

覆
金

で
あ

っ
た
。

四

五
本

の
水

引

に
対

す

る
比

率

は
、

そ
れ

ぞ
れ

四

四

・
四
五

%
、

四
〇
%

、

一
五

・
五

五

%

で
あ

っ
た
。

祭

礼
、

祝

の
費

用

が
最

も
多

い
。
手

間

給
分

の
う
ち
、
立

網

漁

に
最

も
必

要

な
見
手

(見
祢
)
、
船
頭

(船
撃
)、

い
や
結

(立
切
網
に
を
も
り
を
結
ぶ
漁
夫
)
に
対

し
代
割

で
は
な

く
水

引

と

し

て
配
分

さ
れ

て
い

る

こ
と

は
注

目

さ
れ

る
。

次

に
ー.
五

引
を

見

る

と

残

五

拾

五
本

内
八
本

弐
分

五

厘

拾

五
引

是

ハ
網

船

網
碇

修

覆

入
用

二
退

置
申

候

と

あ

る
様

に
、
レ

五
引

と

は
網
船

、
網

碇

の
修

覆
金

で
あ

っ
た
。

修

覆

金

は
水
引

の
中

に
も
小

立

網
、

取

あ
み

の

「網

仕
立

修

覆
入

用

」

と

し

て
差

引

か
れ

て
い
る
。

網
船

と

網
碇

の
修

覆
費

は
セ

五
引

で
、

網

の
仕

立

修
覆

は
水

引
分

と
し

て
差
引

い
た

こ
と
を

意
味

す

る

の
か

は
は

っ
き

り

し
な

い
。

と

こ
ろ

で
水

引

、
レ

五

引
、

三
分

一
運
上

を
差

引

い
た
、
水

揚

の
三

一
・

一
七

%

に
当

る
津

元
網

子

の
取

る

べ
き
分

は
表

H

の
様

に

一

両

に

三

〇
本
替

の
値
段

で
永
換
算
し
、
更

に
銭
相
場

で
銭
換
算

さ
れ
、

三
二
文

の

渾

元
ゑ
び
す
L
を
引
き
、
津
元
網
子

へ
配
分
す
る

徳
用
分
が
決
ま
る
。
更

に
、

こ
の
徳
用
分
は
二
二
代
半

で
割

ら
れ
、

一
代

の
値

が
計
算

さ
れ
る
。

こ
の
史
料

の
徳
用
分
は

残

九
百
拾
四
文

津
元
網
子
徳
用



157豆 州西浦組久料村の漁業生産

但
弐
拾
弐
代
半
割

但
壱
代
二
付
四
拾
文
六
分
之
内

八
拾
五
文

是
ハ
津
元
代
口
井
並
代
壱
代
都
合
弐
代
口
取
申
候

九
百
九
文

.疋
ハ
拾

五
代
者
網
子
拾

五
人
分
、
四
代

ハ
小
舟

四
艘
盆

壱
艘

二
付
壱

代
宛
、
壱
代

ハ
婁

三
人
分
増
代

と
し

て
遣
候
分
・
半
代

ハ
寺
修
覆
之
為
退
置
候
分

と
記
さ
れ

て
い
る
。

り」
の
三

代
半

は
津

元

へ
の
、
夜

、
網
子

五

人

に

一
△

代

の
割

で
配
分

さ
れ
る

五

代
・
小
船
四
艘

に
雰

さ
れ
る
四
代
・

そ
れ

に
船
撃

(船
頭
)
三
人

へ
の
増
分

飛

、
そ
れ

に
寺
修
覆
分
半
代

を
合
計
し
た
も

の
で
あ

っ
た
・

舟
撃

(船
頭
三

人

へ
配
分

さ
れ
た

一
代

は
増
代

で
あ
り
、
基
本
的

に
は
見
手
、
い
や
結
と
共

に
水
引

の
中

で
得
分
が
与
え
ら
れ
た
と
言

え

よ

う

。

と

}」
ろ
で
、

}」
の
勘
定
仕
法

は

「
両
村
浦
法

二
而
前

々
喜

之
通
仕
番

候
」
も

の
で
久
料
村
・
足
保
村

の
津
元
名
主
・
組
頭
・
百
姓

代
、
網
子
代
が
記
名
押
印
し
、

三
嶋
御
役
所

へ
差
出

し
た
も

の
で
あ
る
.
し
か
し
、

そ
の
配
分

の
方
法
及
び
配
分

の
率

は
寛
政
三
年
+

一

月

に
江
梨
村

で
定

め
.り
れ
た

「
煮

製

口
坐
臼上
帳
」
と
全
商

じ

で
あ

る
.
江
梨
村

の
場
合
・
慶
安
年
間
よ
り
文
久
年
間
ま

で
・
数
度

の

津
元
と
網
子

の
争

い
が
あ
り
、
両
者

の
徳
用
配
分
を
め
ぐ

・
て
争

い
が
あ

つ臆

。
漁
業
分

茎

暦
三
年

に
定
め
ら
れ
た

蕉

漁
徳
用
割

A
ロL

に
よ
る
と
、
原
則
と

し
三

・
・
両

に

つ
き

二
五

三

両
に
定

め
ら
れ

て
い
た
.
勿
論
・

そ
れ
は
大
体

の
規
準
を
示
す
も
の
で
・
実

際
に
は
魚
漁
金

は
村
請
の
場
Aロ券

享

る
村
独
自
の
仕
禁

行
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
臥
紀
・
と
も
か
く
も
寛
政
年
間
に
は
江

梨
村

に
お

い

て
も
久
料
村
、
足
保
村
同
様

の
徳

用
割
合

が
お

こ
な

わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
・

こ
う
し
た
点

に

つ
い
て
は
今
後
・
内
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浦

.
西
浦
全
搬

に
わ
た

っ
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
う

つ
.
い
ず
れ

に
し

て
も
、
魚
獲
高
よ
り
沓

、
諸
引

(+
五
引
)
と
と
も

に
分

;

同
を

差
引
き
・

そ
の
残
高
を
莞

・
網
子

の
取
分
と
し
て
代
割
す
る
計
算
法

が
}、
の
地
域

の
徳
用
割
仕
赫

基
本

で
あ

.
た
.

}、
の
計
算
方
法

か
ら
五
味
克
夫
氏
は
理
論
上
分

蓮

上
は
津
.兀
・
網
子

の
共
同
負
担
と
考

え
る
べ
き
だ
と
述

べ
て
い
る
。

久
料
村

の
場
合
・
す

で
に
明
ら
か
な
よ
う

に
網
戸
場
も
、
網
船
、
漁
具
な
ど

の
崖

手
段
も
村
有

で
あ
り
、
条

で
あ

る
が
故

に
津
、兀

を
引
受
け

る
・

こ
の
村

の
立
網
漁

の
共
同
体
的
性
格

か
-署

雰

塵

は
津
元

.
網
子

の
共
同
負
担
、

そ
の
意
味

で
村
請

で
あ

っ
た
と

考

え

ら
れ

る
・

勿
論

・

津

兀
・

網
子

の
止
ハ同

負
担

と

い

っ
て
も

、

そ
れ

ぞ

れ

の
得

分

に
応

じ
、

あ

る

い
は
軒

割

り

さ
れ

て
個

々

の
津

.兀
、

網
子

か

ら
徴
集

さ

れ

る
も

の

で
は
な

文

津

兀
で
あ

る
築

が
、

津

.兀
と
し

て
、
漁

響

同
か

・り
三
分

蓮

上

を
計
算

し
上
納

し

た
も

の

で

あ

る
・

す

で

に
隷

に
お

い

て
述

べ
た
様

に
・
占
子
保

三

年

に
は
江
.厨

人

宮
爆

四
郎

右

禽

、

三
河
屋

市

左
衛

門

が
六

頁

拾
両

の

山
方

努

諸

色
分

蓬

上

を

曹

っ
て

い
た
が
、

そ

の
竺

金

も
個

々

に
徴

集

さ

れ
た
も

の

で
は
な

か

っ
た
。

(2。
)

と

も

か
く

も
・

久
料

村

・
足

保
村

の
よ
う

に
総
百

姓

が
全

て
漁
家

で
あ

る
場

A
口
は
問
題

は
な

い
が

、
多

あ

村

の
場
A
口
、

別
稿

で
明

り

か

に
し

た
よ

う

に
漁

家

戸
数

が
舎

数

の
』ハ
・

%
、

内
浦

の
、二
津
村

の
様

に

五

%

に
満

た

な

い
村

も
あ

る
.

Ψ」
の
様
な
村

の
場
A
口
は
、

村
請

と
言

っ
て
も
・

毒

に
は
津

兀
達
硝
と
言

う

べ
き

も

の
で
は

な
か

っ
た
か

と
田
心
わ

れ

る
.

}」
・つ
し
た
占
舳に

つ
い

て
は
後

日
検
討

し

て
み

た

い
。

お

わ

り

に

漁
村

と
は
漁
業
を
主

た
る
箋

と
し
た
村

で
は
誓

、
山
稼
宰

た
る
箋

と
し
た
村
も
あ
り
、
肇

宰

た
る
生
業
と
し
た
村
も
あ

る
.

し
た
が

っ
て
・
肇

を
お

こ
な
う
村
を

葎

に
漁
村
と
呼
び
、
半
農
半
漁

の
村

と
呼
ん

で
も
、
村
民

の
全

て
が
肇

と
肇

、
更

に

山
稼

に
従
事
し

て
い
る
村
も
あ
れ
ば
・
漁
民

の
集
落

が
村

の

一
地
域

に
ま
と
ま
り
、
住
み
分
け

り
れ

て
い
る
村
も
あ

る
.
本
稿

で
と
り
あ
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げ
た
久
料
村

は
堵削
者

に
属
し
、
か

つ
て
私
が
欝

し
た
西
伊
.話

土
肥
村

は
後
者

に
属
す
る
・
村
高
も
鋸

に
少
な
く
・
家
数
も
ト
数

尺

そ
れ

で
い
て
、
全
村
民
が
漁
業

に
従
事
す

る
久
料
村

は
足
保
村
と
と
も

に
内

浦

西

ケ
村

の
中

で
も

;

の
類
型

を
示
す
海
村

で
あ

っ

た
。
本

稿

は

}し
.つ
し

た
特

徴

を
も

つ
久

料
村

の
漁
業

の
実
態

と
性
格

を

明

ら

か

に
せ

ん
と

し
た

も

の

で
あ

る
・

そ
の
箪

、
山
が
せ
ま
り
、
耕

す

べ
薪

地
も
少
夢

、
し
か
も
船
を
撃
ぐ

べ
き
入
江
も
,
船
を
あ
げ
る

べ
き
砂
浜

も
な
く
・
海
底
ま

で
巨
岩
、
大

石
に
お
お
わ
れ
、
汐
早

颪

砦

膏

、
漁
業

に
は
不
要

な
臼
然
羅

の
も
と

で
は
・
肇

で
も
・
林
業

で
も
券

な
再

生
肇

ぎ

な

い
得
ず
、
生
.活
を
維
持
す

る
た
め
に
簡

に
数

日
で
は
あ

っ
て
も
癌

漁
を
お
こ
な
わ
ざ
る
を
得
な

い
村

で
あ

っ
た
こ
と

を
知

り
得

た
。

▼」
,つ
し
た
条
件

の
も
み
」
で
は
案

を
落

し
、
網
船

や
漁
具
を
所
亨

る
こ
と

に
よ

っ
て
李

,を
傭

い
・

い
わ
ゆ
る
網

兀
経
営
を
お

こ

な

つ
漁
業
経
薯

は
存
在
し
得
ず
、
名
主

が
漁
叢

目
響

と
し

て
津
元
役
を
勤
め
、
漁
船
も
漁
貝
も
津

兀
・
網
子

の
共
享

る
共
同
体
的

性
格

を
も

.
た
漁
業
農

開
せ
し
め
た
の
で
あ

る
.

し
奈

.
て
漁
獲
物

の
配
分
も

ま
た
罠

に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た
浦
法

に
禁

的

に

は
も
と
ず
き
、
漁
業
運
上

で
あ
る
分

一
金
も
ま
た
、
津

、兀
名
主

の
も
と

で
計
算
さ
れ
上
納
さ
れ

て
い
た
ご

」
う
し
た
共
同
体
的
漁
業

の
匹

格

は
明
治
罎

も
ま
す
ま
す
顕
著

に
な
り
、
少
-
と
も
庸

地
区

の
肇

の
、
更
に
村
そ

の
も

の
の
共
同
体
的
性
格

の
在
り
様
を
顕
著

に

示
し

て
い
る
と
葺
n
,え
よ
う
.
そ
れ
が
麺

漁
と

い
・つ
漁
法

に
も
と
づ
急

の
な

の
か
、
あ

る
い
は
こ
の
村

に
墨

的

に
示
さ
れ
る
生
産
構

造

に
も
と

つ
く

も

の
な

の
か
、
今

後

に
残

さ
れ

た
課

題

で
あ

ろ
う
。

　
麗

灘

勲

舗
穰

課

纏

陛

海
村
の
一
類
型
」
(『歴
史
と
民
俗
』
9
、
一
九
九
.
、年
、
平
凡
社
).

(
3

)

前

掲

拙

稿

、

註

(
i

)

に
同

じ

。

叩 旧隅湘㎜M㎜ 后
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(4
)

拙
稿

「九
+
九
里
地
曵
網
肇

繕

懸

の
組
織
と
性
竺

雇

史
と
民
俗
』
3
、

冗

八
八
年
、
平
凡
社
)

(
5
)
・
(
6

)

前

掲

拙

稿

、

註

(
1
)

に
同

じ
。

(
7
)
・
(
8
)

拙
稿

王

肥
村

の
概
況

と
諸
職

・
職

人
」

(
『
歴
史

と
民
俗

』

8
、

兀

九

輩

、

平
凡
社
)

(
9

)
・
(
10
)

前

掲
拙

稿

、

註

(
1
)

に
同

じ
。

(
11
)

前

掲

拙

稿

、

註

(
4
)

に
同

じ

。

蕪
灘
藩
騰
灘
懲
難
雛
雛

三
丈
五
尺
・
幅
八
尺
三
寸
・
伝
馬
船
は
長
さ
吾

茜

尺
、
幅
五
尺
七
寸

で
あ

・
た

(『静
岡
県
水
産
誌
』
巻
四
)
.
ワ、
の
伝
馬
船
は
内
浦
内
湾
を
横
切
り

(翫
や
↓聾

.舞

麹

凝
.難

麓

ボ

同
年
二

月
に
か
け
て
岸
上
正
作
氏
が
お
こ
な
っ
た
饗

明
治
、、四
年
五
呈

り
同
年

(麹

齢
難

講

陣
難

欄
鉾

製

.鞭

輔

麟

露

拶

村請
に
つい
三

『常
民
文
化
論
筆

一
九
五

四
年

)

に
詳
細

な
分
析

が
あ

る
。

(
17
)
・
(
18
)

前
掲

五
味
克
夫
論
文

参

照
。

(
19
)

前
掲
拙

稿
、
註

(
1
)

に
同

じ
。

(2・
)
拙
稿

豆

州
内
浦

西

ケ
村
と
江
梨
村

の
生
産
概
況
L
(『沼
津
市
史
研
究
学

、

冗

九

.
奮


